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麹
町
中
学
校（
平
河
町
２

－

５

－

１
）は
、
校
舎
整
備
が
終
了
し
、
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
将
来
を
担
う
千
代
田
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し

た
質
の
高
い
教
育
や
、先
進
的
な
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
環
境
教
育
を
推
進
す
る
機
能
と

設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
防
災
拠
点
と
位
置
づ
け
、
災
害
に
も
強
く
安
全
性

が
高
い
施
設
と
し
て
開
設
し
ま
す
。

�

問
合
せ　

子
ど
も
施
設
課
計
画
主
査　

1
５
２
１
１

－
３
６
４
８

　

麹
町
中
学
校
の
概
要
・
特
色
等
を

紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
続
き
旧
６
号
館
の
解

体
工
事
と
校
庭
整
備
を
行
い
、
す
べ

て
が
完
成
す
る
の
は
平
成
24
年
９
月

末
＝
イ
メ
ー
ジ
図
＝
に
な
り
ま
す
。

■
教
育
活
動
の
多
様
化
に
対
応

・�

少
人
数
グ
ル
ー
プ
・
習
熟
度
別
・

学
年
全
体
で
の
学
習
な
ど
、
多
様

で
き
め
細
か
な
指
導
が
可
能
な
教

室
等
を
配
置

・�

体
育
館
・
武
道
場
・
プ
ー
ル
な
ど

の
施
設
・
設
備
を
拡
充

・�

校
庭
を
拡
大（
旧
校
舎
の
1.7
倍〈
約

1
千
300
㎡
→
約
2
千
200
㎡
〉）・
80

ｍ
の
直
線
走
路
を
配
置

■�

先
進
的
な
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し

て
、
環
境
教
育
の
実
践
的
な
教
材

と
な
る
施
設

・�

太
陽
光
発
電
、
自
然
換
気
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最

大
限
に
活
用

・�

屋
上
庭
園
は
中
低
木
合
わ
せ
て
30

種
以
上
の
植
物
を
配
置

・�

屋
外
の
通
路
の
一
部
を
芝
生
化

■�

地
域
の
防
災
拠
点
に

・�

停
電
時
に
、
ガ
ス
で
発
電
が
可
能

な
設
備
を
設
置

・�

災
害
時
に
、
６
階
に
あ
る
プ
ー
ル

の
水
を
自
然
に
落
下
さ
せ
生
活
用

水
と
し
て
使
用
す
る
設
備
を
設
置

■
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

・�

学
校
の
授
業
等
で
使
用
し
な
い
時

間
帯
は
、
体
育
館
・
武
道
場
・
合

同
教
室
な
ど
の
一
般
開
放
を
実
施

※�

利
用
開
始
は
、
５
月
１
日
㈫
か
ら

に
な
り
ま
す
。
利
用
方
法
等
詳
し

く
は
、
広
報
千
代
田
３
月
５
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
の
概
要

▼施設案内図

6 階 屋上緑化エリア 屋内プール

5階 理科室、礼法室（和室）、技術室、屋上
庭園など

4階 普通教室、少人数教室、家庭科室、音
楽室、ランチルームなど

体育館3階
普通教室、少人数教室、コンピューター
室、図書室、美術室、多目的スペース
など

2階 普通教室、少人数教室、会議室、多目
的スペースなど

1階 特別支援教室、合同教室（1・2 階）、
校長室、職員室、事務室、保健室など 武道場、防災

備蓄倉庫、麹
町消防団第
一分団庫地下

1階 給食施設

☆次号は3月5日㈪に発行します。☆

プ
リ
ン
ス
通
り

貝
坂
通
り

麴町大通り

麴町駅
1番出口

永田町駅
9b出口

青山通り

平河町都道府県
会館

旧永田町
小学校

麴町四丁目 麴町三丁目

紀尾井町

麹町中学校

▲合同教室（1・2 階）

▲礼法室（和室）（5 階）

▲イメージ図（プリンス通り側＜西側＞から）

▲太陽光発電・屋上緑化

▲体育館（2 階）

千
鳥
ケ
淵
ボ
ー
ト
場
営
業
再
開

営
業
時
間

・�

３
月
１
日
㈭
～
18
日
㈰（
月
曜

を
除
く
）＝
11
時
～
16
時
30
分

（
発
券
は
16
時
ま
で
）

・�

３
月
20
日
㈷
～
４
月
15
日
㈰
＝

9
時
30
分
～
17
時
30
分（
発
券

は
17
時
ま
で
）

※�

営
業
時
間
・
休
業
日
は
季
節
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
金　

30
分
500
円（
観
桜
期
800
円
）

問
合
せ　

区
民
生
活
課
商
工
係

�

☎
５
２
１
１

－

４
１
８
５

３
月
１
日
㈭

教育活動の多様化に対応・地域の防災拠点に

麹町中学校新校舎  4月開設

千代田区防災対策の
見直し（案）への
意見を募集

5・6 面

麹町中学校新校舎  4月開設

▲ 

新
校
舎
の
外
観

　（貝
坂
通
り
側〈
東
側
〉か
ら
）
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区
内
５
駅
７
か
所
で
自
転
車
駐
車

場
の
年
間
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
場
所
・
台
数　

図
表
１
の
と
お

り（
地
図
は
左
下
参
照
）

利�

用
期
間　
５
月
1
日
～
平
成
25
年

４
月
30
日
の
１
年
間

対�

象　

通
勤・
通
学
、業
務
等
で
自�

転
車
や
第
１
種
原
動
機
付
自
転
車

（
総
排
気
量
50�cc
以
下
）を
利
用
す

る
個
人
ま
た
は
法
人

登�

録
手
数
料　

図
表
２
の
と
お
り

申�

込
方
法　
「
自
転
車
駐
車
場
利
用�

【
登
録
制
】の
ご
案
内（
申
請
書
含�

む
）」（
安
全
生
活
課
・
総
合
窓
口�

課
・
出
張
所
で
配
布
ま
た
は
区
の�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈http://w

w
w
.�

city.chiyoda.lg.jp

〉）を
ご
覧
の

上
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類

（
＊
）を
添
え
て
、
郵
送
で
安
全
生

活
課
路
上
障
害
物
対
策
係（
〒
102

－

8688
九
段
南
１

－

２

－

１
）ま
た

は
直
接
安
全
生
活
課（
区
役
所
5

自
転
車
駐
車
場
の
年
間
利
用
者　

区
内
５
駅
で
募
集

▼図表1　募集場所・台数
自転車自転車駐車場名 住　所 原動機付自転車

▼図表2　登録手数料（年間）
自転車

原動機付自転車（50cc以下）

区内在住者

区内在住者

その他の方

その他の方

高校生以下

3,000円
6,000円
3,000円

3,500円
7,000円

秋葉原駅東口第1 神田平河町4先
神田和泉町1先
三崎町2－20先
飯田橋3－12先
飯田橋3－11先
六番町14先
有楽町2－1先

200台
190台 53台

20台

30台
40台

110台
110台
230台
60台

95台
秋葉原駅東口第2
水 道 橋 駅
飯田橋駅東口第1
飯田橋駅東口第2
四 ツ 谷 駅
有楽町駅第一高架下

※原動機付自転車は、50cc以下の第1種に限ります。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

神田川

靖国通り

外濠通り
←飯田橋

←新宿

市ケ谷→

白
山
通
り

秋葉原駅

→

上
野

東
京

←

昭
和
通
り

浅草橋→
水道橋駅

神田川

三崎稲荷神社

東
口

九
段
下

←

目
白
通
り

④飯田橋駅東口第1
　自転車駐車場

⑤飯田橋駅東口第2
　自転車駐車場

②秋葉原駅東口第2
　自転車駐車場

①秋葉原駅東口第1
　自転車駐車場

岩本町駅

雙葉中学校
・高等学校

←市ケ谷

外濠通り 神田川

水道橋→

⑥四ツ谷駅
　自転車駐車場

四ツ谷駅

御茶ノ水→

③水道橋駅        
　自転車駐車場

飯田橋駅

神田川

靖国通り

外濠通り
←飯田橋

←新宿

市ケ谷→

白
山
通
り

秋葉原駅

→

上
野

東
京

←

昭
和
通
り

浅草橋→
水道橋駅

神田川

三崎稲荷神社

東
口

九
段
下

←

目
白
通
り

④飯田橋駅東口第1
　自転車駐車場

⑤飯田橋駅東口第2
　自転車駐車場
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　自転車駐車場

飯田橋駅

→東京

新
橋

←

有
楽
町
駅晴海通り

日比谷駅

首都
高速
道路

首都
高速
道路

⑦有楽町駅第一高架下
　自転車駐車場

神田川

靖国通り

外濠通り
←飯田橋

←新宿

市ケ谷→

白
山
通
り

秋葉原駅

→

上
野

東
京

←

昭
和
通
り
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山
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東
京

←

昭
和
通
り

浅草橋→
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東
口
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段
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←

目
白
通
り
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　自転車駐車場
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　自転車駐車場
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⑥四ツ谷駅
　自転車駐車場
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御茶ノ水→
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▼図表1　募集場所・台数
自転車自転車駐車場名 住　所 原動機付自転車

▼図表2　登録手数料（年間）
自転車

原動機付自転車（50cc以下）

区内在住者

区内在住者

その他の方

その他の方

高校生以下

3,000円
6,000円
3,000円

3,500円
7,000円

秋葉原駅東口第1 神田平河町4先
神田和泉町1先
三崎町2－20先
飯田橋3－12先
飯田橋3－11先
六番町14先
有楽町2－1先

200台
190台 53台

20台

30台
40台

110台
110台
230台
60台

95台
秋葉原駅東口第2
水 道 橋 駅
飯田橋駅東口第1
飯田橋駅東口第2
四 ツ 谷 駅
有楽町駅第一高架下

※原動機付自転車は、50cc以下の第1種に限ります。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

階
）、
出
張
所
へ
。

※�

業
務
時
間
外
は
総
合
窓
口
課（
区

役
所
２
階
、
月
～
金
曜
17
時
～
19

時
・
土
曜
8
時
30
分
～
17
時
）へ
。

＊�

必
要
書
類
は
、
区
内
在
住
者
＝
運

転
免
許
証
等
住
所
を
証
明
す
る
も

の
の
コ
ピ
ー
、
高
校
生
以
下
＝
学

生
証
等
の
コ
ピ
ー
、身
体
障
害
者

手
帳
・
東
京
都
愛
の
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
方
＝
手
帳
の
コ
ピ
ー
、
原
動
機

付
自
転
車
利
用
希
望
者
＝
標
識
交

付
証
明
書
の
コ
ピ
ー

申�

込
期
間　
３
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

※�

郵
送
の
場
合
、
３
月
14
日
㈬
ま
で

の
消
印
が
あ
り
、
16
日
㈮
ま
で
に

到
着
し
た
も
の
に
限
り
有
効

※�
募
集
台
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※�

現
在
利
用
し
て
い
る
方
も
、
４
月

30
日
で
期
限
が
切
れ
て
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

込
み
が
必
要
で
す
。

問�

合
せ　

安
全
生
活
課
路
上
障
害
物

対
策
係�

☎
５
２
１
１

－４
３
４
５

　

区
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

「
効
果
的
な
防
災
訓
練
と
防
災
啓
発

提
唱
会
議
」の
協
力
の
も
と
、
一
斉

防
災
訓
練（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
）

を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
訓
練
の
参
加
者
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
を
家

庭
や
職
場
な
ど
で
実
施
す
る
こ
と

で
、防
災
対
策
を
再
点
検
し「
自
助
」

「
協
助
」力
の
向
上
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

と�

き　

3
月
9
日
㈮
13
時
00
分

対�

象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

訓�

練
内
容　

地
震
が
発
生
し
た
と
想

定
し「
姿
勢
を
低
く
す
る
」「
机
の

下
に
隠
れ
る
」な
ど
、
各
自
で
一

斉
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
＝
イ

ラ
ス
ト
。
そ
の
後
、
各
家
庭
・
職

場
等
で
避
難
経
路
や
非
常
食
な
ど

の
確
認
、
家
族
や
社
員
の
安
否
確

認
等
の
訓
練
を
独
自
に
行
う
。

登�

録
方
法　

2
月
29
日
㈬
ま
で
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス（
８
面
記
入
例
参

照
）で
防
災
課（
☎
５
２
１
１

－

４
３
４
３

３
２
６
４

－

１
６
７
３

http://w
w
w
.

bousai.city.chiyoda.lg.jp/
disaster

）へ
。

※�

詳
し
く
は
チ
ラ
シ（
出
張
所
等
で

千代田区一斉防災訓練
（シェイクアウト訓練）

参加者登録を受付中

広　告

▼
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
千
代
田

区
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
23
年
1
月

か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
所
得
が
あ
っ

て
次
に
該
当
す
る
方

①�

商
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
営

む
方
／
報
酬
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
賃
金
、
家
賃
、
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
方

②�

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

・�

平
成
23
年
中
に
中
途
で
退
職
し
、

再
就
職
し
て
い
な
い
方

・�

勤
務
先
か
ら
区
へ
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
が
な
い
方

・�

2
か
所
以
上
の
勤
務
先
か
ら
給
与

を
受
け
て
い
る
方

・�

給
与
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額（
賃
料
、
原
稿
料
な
ど
）が

あ
る
方

※�

平
成
23
年
分
以
降
の
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
400
万
円

以
下
で
、公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
の
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
住

民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

扶
養
さ
れ
て
い
た
、
仕
送
り
を
受

け
て
い
た
、
収
入
が
な
か
っ
た
と

い
う
方
も
、申
告
が
な
い
と
課
税・

納
税
証
明
書
の
発
行
や
国
民
健
康

保
険
料
・
公
営
住
宅
等
使
用
料
な

ど
の
正
し
い
計
算
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

①�

税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
方

②�

勤
務
先
よ
り
区
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
る
方
で
、
他
に
所

得
の
な
い
方

③�

年
金
保
険
者
か
ら
区
に
年
金
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
方
で
、
他

に
所
得
が
な
く
、
所
得
控
除
の
申

告
が
不
要
の
方

■�

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

　

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
寄
附
金

か
ら
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
金

額
が
、
5
千
円
超
か
ら
2
千
円
超
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治

体
、
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金

会
、
日
本
赤
十
字
社
の
支
部
へ
の
寄

附
金
、
住
所
地
の
都
道
府
県
・
区
市

町
村
の
条
例
で
指
定
す
る
団
体
等
へ

の
寄
附
金
が
対
象
で
す
。
条
例
指
定

寄
附
金
に
関
す
る
情
報
は
（都）
主
税
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

tax.m
etro.tokyo.jp

）や
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

chiyoda.lg.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共

同
募
金
会
等
を
通
じ
て
東
日
本
大
震

災
義
援
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
地

方
自
治
体
へ
の
寄
附
金
と
同
等
の
控

除（
2
千
円
を
超
え
る
金
額
に
つ
い

て
住
民
税
の
所
得
割
額
の
10
％
を
限

度
に
税
額
控
除
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

個
人
住
民
税
・
所
得
税
で
控
除
を

動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
で
東
日
本
大

震
災
か
ら
1
年
が
経
ち
ま
す
。
地

震
の
時
は
、
身
の
安
全
を
最
優
先

に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
丸
の
内
消
防
署

�

☎
３
２
１
５

－

０
１
１
９

　

麴
町
消
防
署

�

☎
３
２
６
４

－

０
１
１
９

　

神
田
消
防
署

�

☎
３
２
５
７

－

０
１
１
９

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

春
の
火
災
予
防
運
動

　
「
守
り
た
い�

防
火
の
心
で�

み

ん
な
の
笑
顔
」（
佐
藤
晴
菜
さ
ん

〈
北
区
〉）を
防
火
標
語
に
予
防
運

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
は
3
月
15
日
㈭
ま
で
に

受
け
る
に
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
書
作
成

は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

の
利
用
が
便
利
で
す
。

問�

合
せ　

税
務
課
課
税
係

�

1
５
２
１
１

－

４
１
９
１

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211 － 4174 ☆

配
布
）や
防
災
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
証
等
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
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区
政
推
進
の
た
め
の
各
種
委
員
を
募
集

　

区
は
、
生
涯
学
習
施
策
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め「
生
涯
学
習
推
進

委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
は「
生
涯
学
習
推
進
委
員
会

議
」（
学
識
経
験
者
と
生
涯
学
習
関
係

団
体
代
表
者
、公
募
の
区
民
で
構
成
）

で
、
区
の
特
性
を
生
か
し
た
生
涯
学

習
施
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
を
検
討
し
、
区
に
対
し
て
意
見
や

提
言
を
行
い
ま
す
。

任�
期　

4
月
～
平
成
26
年
3
月（
2

年
間
）

対�
象　

区
内
在
住
で
、
年
数
回
の
日

中
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方
若
干

名（
選
考
）

申�

込
み　

3
月
16
日
㈮（
必
着
）ま
で

生
涯
学
習
推
進
委
員

男
女
平
等
推
進
区
民
会
議
の
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

区
は「
千
代
田
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
」の
施
策
に
沿
っ
て
活
動

で
き
る「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」を
募

集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員（
旧
称
・
体

育
指
導
委
員
）は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
深

い
関
心
と
理
解
を
持
ち
、
区
民
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽
し
む
た
め
の

手
伝
い
を
し
ま
す
。

任�

期　

4
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月

31
日（
2
年
間
）

対�

象　

25
歳
～
55
歳
程
度
の
区
内
在

住
者
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
若
干
名（
選
考
）

・�

ス
ポ
ー
ツ
実
技
が
１
種
目
以
上
で

き
る

・�

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画
・
運
営
に

積
極
的
に
参
加
協
力
で
き
る

・�

事
業（
主
に
土
・
日
・
祝
日
／
月

2
回
程
度
）に
参
加
で
き
る

報
酬　

月
額
8
千
円

身
分　

非
常
勤
職
員

選�

考
方
法　

書
類
・
レ
ポ
ー
ト
審
査

（
400
字
以
内
／
テ
ー
マ
＝
千
代
田

区
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
ど

の
よ
う
に
役
立
ち
た
い
か
）、
面

接（
日
時
は
後
日
連
絡
）

申�

込
み　

3
月
9
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
所
定
の
申
込
書
と
レ
ポ
ー
ト

用
紙（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課〈
区
役
所

2
階
〉・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー〈
内

神
田
2

－

1

－

８
〉で
配
布
ま
た

は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈http://

w
w
w
.city.chiyoda.lg.jp

〉か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係（
〒
102

－

8688
九
段
南
１

－

２

－
１
1
５
２
１
１

－

３
６
２
７
）へ
。

※�

詳
し
く
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

平成24年2月29日㈬、3月30日㈮　午後6時～午後8時

奥西

　

千
代
田
区
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

は
、
文
化･

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
専
門
的
知
識

や
技
能
を
持
つ
方
に
、
あ
ら
か
じ
め

講
師
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

区
内
の
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
や
指
導

者
を
探
し
て
い
る
方
に
、
講
師
と
し

て
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
「
茶
道
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
地
域
で
教
え
ら
れ
る
」「
栄
養�

士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
」
な
ど
、�

専
門
知
識
や
特
殊
技
能
を
持
つ
方
等

を
広
く
募
集
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
や

技
能
の
程
度
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
特
技
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

人
材
バ
ン
ク
登
録
申
請
書
は
、

九
段
生
涯
学
習
館
の
窓
口（
九

段
南
1

－

5

－

10
）で
配
布
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.kudan-ll〈

エ
ル
エ
ル
〉.�

info

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問�

合
せ　

九
段
生
涯
学
習
館

�

☎
３
２
３
４

－

２
８
４
１

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク　

登
録
者
を
募
集

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
不

審
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
（区）

保
険
年
金
課
や
（都）
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合（
1
３
２
２
２

－

４
４
９
６
）ま
た
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　

保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係

�

☎
５
２
１
１

－

４
２
０
６

　

最
近
、
高
齢
者
宅
に「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
や
療
養

費
の
還
付
」を
装
っ
た
不
審
電
話

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

区
は
、
還
付
金
の
手
続
き
に
あ

た
っ
て「
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
」で
の�

操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
指
定

さ
れ
た
電
話
番
号
に
電
話
を
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
り
す
る
こ

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
電
話

く
ら
し
の

安
全
・
安
心

に
、
封
書（
８
面
記
入
例
参
照
）に

応
募
の
動
機
と
生
涯
学
習
に
つ

い
て
の
作
文（
400
字
程
度〈
様
式
自

由
〉）を
添
え
て
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
計
画
主
査（
〒
102

－

8688
九
段

南
１

－

２

－

１
1
５
２
１
１

－

３
６
５
８
）へ
。

※�

提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※�

作
文
の
内
容
、
委
員
全
体
の
構
成

な
ど
を
考
慮
の
上
、選
考
し
ま
す
。

　

区
は
、
性
別
や
世
代
を
超
え
て
多

様
な
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
等

し
く
参
画
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て「
第
4
次
千
代
田
区
男
女
平
等

推
進
行
動
計
画（
平
成
24
年
3
月
策

定
予
定
）」を
推
進
し
て
い
く
区
民
会

議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

行
政
と
地
域
を
構
成
す
る
す
べ
て

の
人
の
連
携
と
、
一
人
ひ
と
り
の
意

識
の
啓
発
や
浸
透
、
積
極
的
な
参
画

を
考
え
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
会
議

を
年
３
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

任�

期　

委
嘱
日
か
ら
お
お
む
ね
2
年

対�

象　

18
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
若
干
名（
選
考
）

申�

込
み　

3
月
12
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
８
面
記
入
例
参
照
）に
応
募
の

動
機
や
委
員
と
し
て
の
抱
負（
400

字
程
度〈
様
式
自
由
〉）を
記
入
し
、

国
際
平
和
・
男
女
平
等
人
権
課

（
〒
102

－

8688
九
段
南
1

－

2

－

1�

☎
５
２
１
１

－

４
１
６
６

kokusaidanjo@
city.

chiyoda.lg.jp

）へ
。

※�

提
出
書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
環
境
省

推
進
の
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
、
ポ
イ
ン
ト
対
象
と
な

る
区
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
図
表

1
の
と
お
り
で
す
。
参
加
方
法
等
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

エ
コ
し
て
得
す
る

﹁
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
﹂を
貯
め
よ
う

▼図表 1
実施日時 イベント等件名 付与ポイント数

2 月 24 日㈮
17 時～
19 時 30 分

千代田区
環境フェ
スタ 2012

CES活動の実践報告会 100

温暖化配慮行動計画書制度　表彰式 100

平井史生さん講演会 100

通 年

エコワットの貸出し 100
省エネナビの貸出し 100
環境家計簿の提出 100 ～ 500
エコツアーレポートの提出
（「千代田エコめぐりマップ」巻末） 300

※ ポイントを交換するには、インターネットでの登録が必要です。
※取得したポイントは、2年間有効です。

　

区
は
、
環

境
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
し
た
方
に
、
エ
コ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
を
配
付

し
て
い
ま
す
。
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

・
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
人
ひ
と
り
の
環

境
活
動（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
）に
対

み
ん
な
で
育
て
る
エ
コ
ち
よ
だ
25

（
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
、
受
付

終
了
）。
4
月
以
降
の
対
象
イ
ベ
ン

ト
は
、
広
報
千
代
田
等
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、

素
敵
な
商
品
な
ど
と
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
交
換
で
き
る
商
品
の

一
例
は
図
表
2
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
と

交
換
で
き
ま
す（
商
品
は
、
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。
詳
し
く

は
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://eco-ap.

jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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及
啓
発
係
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▼図表 2
交換商品（例） 交換に必要なポイント数

1,000 円分食事券（指定店） 1,000
洗剤詰合せセット 1,100
千代田区さくら基金への寄附  500

「どれと交換しようかな」
広　告



千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

No. 1322　24.2.20（4）

介護予防公園
ウォーキング教室

　春の空気を吸いながら、気持ち
よく体を動かしませんか。
と�き　3 月 27 日㈫午前 10 時～ 11
時 30 分

※ 荒天の場合は順延します。
会�場　西神田公園（西神田 2－ 3 －
11）

対�象　65 歳以上の区内在住者
内�容　介護予防のための多目的用
具でストレッチをしたあとに、

ウォーキング実施
講�師　小川慎二さん（NPO 法人ワ 
ーカーズコープ健康運動指導士）
申�込み　前日までに電話でほほえ
み経堂・小川または五十嵐（☎
5451 － 5151）へ。

老齢年金にかかる税金について
　老齢年金は、所得税法上の「雑所
得」で課税の対象です。老齢年金
の受給額が 108 万円以上（65歳以上
の方は 158 万円以上）ある方は、支
払われる年金から所得税が源泉徴
収されます。なお、この額より少
ない方は源泉徴収されません。
■忘れずに確定申告を
　老齢年金を受給している方へ、1
月下旬に「公的年金等の源泉徴収
票」をお送りしています。確定申
告の際に、忘れずに税務署に提出
してください。
　なお、亡くなった方については、
年金受給権者死亡届を提出した遺
族に対して、約 2か月後に「源泉徴
収票（準確定申告用）」をお送りし
ています。
問合せ　ねんきんダイヤル　
 ☎ 0570 － 05 － 1165
※  IP 電 話・PHS か らは☎ 03 －
6700 － 1165（03 を省くとつなが
りません）

　千代田年金事務所 ☎ 3265－ 4381

高齢者センター同好会活動の発表・作品展
　高齢者センターで活動している
同好会が、日頃の成果を展示・発
表します。どなたでも参加できる
体験コーナーもあります。
とき・内容等　下表のとおり
※ 実施日時・内容は変更する場合
がありますので、事前にご確認
ください。
会�場　高齢者センター（神田神保

町 2－ 20）
※  3 月 14 日㈬は、いきいきプラザ
一番町（一番町 12）

対�象　③＝ 60 歳以上の区内在住
者、①②④～⑥＝どなたでも参
加（観覧）可能
問合せ　高齢者センター
　 ☎ 3265 － 3981（午前 9時～午後
5時）

とき 行事名 内容・定員等

① 2月27日㈪～
3月 2日㈮

午前 10時 30 分～
午後 3時 30 分
（最終日は3時まで）

作品展 書画・文芸作品・手工芸
などの作品を展示

② 2月 27 日㈪ 午前 11 時～
午後 3時

演芸サークル
発表会

歌・踊り・楽器演奏など、
同好会が活動を発表

③ 2月 27 日㈪ 午前 11 時～
午後 2時

中華まんサー 
ビス※1

肉まん・あんまんの無料
サービス（先着 300 名）

④ 2月 29 日㈬
午後 1 時 30 分～
3時

体験コーナー
『おりがみ』※2 定員 10 名（先着順）

参加費＝ 300 円
⑤ 3月 1日㈭ 体験コーナー

『絵手紙』※2

⑥ 3月 14 日㈬ 午後 1時～ 3時 ダンス
パーティー

広いホールでダンスを楽し
みます。定員100名（チケッ
トが必要※3）

※ 1　 当日午前 9時 30 分から整理券を配布します。高齢者センターの利用証また
は住所・年齢の確認できるものをお持ちください。

※ 2　 事前申込みが必要です。電話または直接高齢者センター窓口へ。
※ 3　 チケット（500 円）は、高齢者センターまたは当日会場（いきいきプラザ一番

町）で販売します。

会　　場 と　　　き毎週

3／6・13・27 午前10時～正午

3／5・12・19・26 午前10時～正午

3／5・12・19・26 午後2時～4時

3／6・13・27 午後1時30分～3時30分

富士見区民館（富士見1－6－7）

かんだ連雀（神田淡路町2－8－1）

　町区民館（　町2－8） 火

火

岩本町ほほえみプラザ（岩本町2－15－3）

高齢者センター（神田神保町2－20）

神田公園区民館（神田司町2－2）

ちよだパークサイドプラザ（神田和泉町１）

富士見あんず館（富士見1－11－8）

神田児童館（外神田3－4－7昌平童夢館5階）

3／7・14・21・28 午前10時～正午

3／7・14・21・28 午後1時30分～3時30分

3／1・8・15・22 午前10時～正午

3／1・8・15・22 午後1時30分～3時30分

3／2・16 午後1時30分～3時30分

3／2・16 午前10時～正午

水

水

木

木

第1・3
金
第1・3
金

月

月

高齢介護課介護予防係　15211－4222
※区内在住で65歳以上の方、当日直接会場へ。シルバートレーニングスタジオ

いきいきプラザ一番町（一番町12）

1月27日（金）
午前11時～午後0時30分 ボディケア

と　き 内　容 定員・参加費会場および集合場所

※各サロンは週2日～5日開室。このほかにもいろいろなプログラムを用意しています。

はあとサロン
高齢者が気軽に立ち寄れる交流スペースです。

対　象　60歳以上の区内在住者（申込順）　
申込み　前日までに、各サロンへ直接申し込むか
　電話またはファクシミリ（5面参照）で社会福祉
　協議会（15282－3711 65282－3718）へ。

3月17日㈯
午後2時～ クラシック演奏会 30名

無料
かんだ連雀はあとサロン
（神田淡路町2－8－1）

3月26日㈪
午前10時30分～ 囲碁交流会 8名

無料
ジロールはあとサロン
（神田佐久間町3－16－6）

30名
無料

3月2日㈮
午後1時30分～ 歌声喫茶とミニライブ 一番町はあとサロン

（一番町12）

3月22日㈭
午前11時30分～ 手作りランチで昼食会 10名

500円
三崎町ふれあいサロン
（三崎町3－1－17）

保健ガイド（予約制）
 と　　き 事 業 名・対 象 な ど

実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）
15211－8161　65211－8192 

3／2（金）・9（金）・23（金）
午前9時30分～午後2時30分

一般精神デイケア 
　区内在住で心の病気のある方

難病リハビリ教室（相談・指導） 3／28㈬午後1時30分～3時

在宅療養者訪問指導（保健師・理学療法士） 随時実施

3／7㈬・14㈬・21㈬・28㈬
午前9時30分～11時
午後1時30分～3時
※28日㈬は午前のみ

機能訓練 
　要介護認定を受けていない20歳以上の
　区内在住で身体の機能維持・回復を必
　要としている方

点字で課税内容を通知
　（都）主税局は、納税通知書の内容
を点字で通知しています。
対�象の税　固定資産税・都市計画
税（23 区内）、個人事業税、自動
車税

通�知内容　税金の種類、納税義務
者氏名、納税通知書番号、納期限、
税額、問合せ先

申�込み　電話で（都）主税局総務課相
談広報係（☎ 5388 － 2924）へ。
※  2 月末までに連絡すると、平成
24 年度分から点字のお知らせを
同封します。

※ すでに利用している方は、改め
て連絡する必要はありません。

介護予防講演会・取組発表会

　介護予防についての講演会と、
岩本町ほほえみプラザで行われて
いる介護予防事業の取り組みを発
表します。当日直接会場へ。
と�き　2月 26 日㈰午後 1時 30 分～
4時

会�場　岩本町ほほえみプラザ 1 階

多目的ホール（岩本町2－15－3）
内�容　講演会＝青春とは若者だけ
のものじゃない（小杉道雄さん
〈こすぎ社会教育研究所代表〉）
　 発表会＝日頃の介護予防教室の
取り組み成果を発表します。
問合せ　岩本町ほほえみプラザ
 ☎ 5825 － 3407

2月
日 月 火 水 木 金 土

１ ３2 ４

１１６ ７ ８ １０9５

１８１３ １４ １５ １７16１２

２５２０ ２１ ２２ ２４１９ 23

２６ ２７ ２８ ２９

3月
日 月 火 水 木 金 土

３2１

１０9８６ ７５４

１７16１５１３ １４１２１１

２４23２２２０ ２１１９１８

30 31２９２６ ２７ ２８２５

2月
日 月 火 水 木 金 土

１ ３2 ４

１１６ ７ ８ １０9５

１８１３ １４ １５ １７16１２

２５２０ ２１ ２２ ２４１９ 23

２６ ２７ ２８ ２９

3月
日 月 火 水 木 金 土

３2１

１０9８６ ７５４

１７16１５１３ １４１２１１

２４23２２２０ ２１１９１８

30 31２９２６ ２７ ２８２５

夕食会を開催します
　みんなと食事をしながら、楽し
い夕べの時間を過ごしませんか。
と�き　3月 8日㈭午後 6時～ 8時
会�場　神保町区民館（神田神保町 2
－ 40）

対�象　区内在住で、一人暮らしま

たはいつもひとりで食事をして
いる方（心の病のある方に限る）
10 名（申込順）

参�加費　200 円（家庭料理中心の献
立）

申�込み　電話で健康推進課保健相
談主査（☎ 5211 － 8175）へ。

掲載した写真を差しあげます。詳しくは、広報広聴課へ。

▲節分祭の豆まき式（神田明神）



区役所の代表電話　3264ー2111（5）No. 1322　24.2.20

千代田区防災対策の見直し（案）3月10日㈯まで
ご意見をお寄せください

　区は、昨年 11 月に開催したまちなか懇談会や町会を中心とした避難所運営協議会
等でいただいたご意見を踏まえ、今回「千代田区防災対策の見直し（案）」を作成しまし
た。見直し（案）は「情報収集・提供」「避難所等への受け入れ、備蓄」「区の態勢や取り
組み」の 3つに内容を整理し「平日昼間」「休日昼間」「夜間」の発災時間帯別の対策を
考えました。この見直し（案）に対するご意見をお寄せください。�

問合せ 　防災課防災計画係�☎5211 － 4187

情報収集・提供

避難所等への受け入れ、備蓄

・今回の見直し（案）の内容に基づいて、千代田区地域防災計画の該当箇所を運用します。
・平日昼間・休日昼間・夜間の複数の発災時間帯を想定しています。
・�今後、都の被害想定（人的・物的、津波・液状化等）が発表された段階で、改めて内容
を見直していきます。
・災害時の詳細な対応は別途マニュアル等で定めます。

項目 対象者 これまでの対策 今後の見直し（案）

防災行政無線 区民
昼間区民
来街者

・ 地震発生や気象情報（警報発表時）を知らせ
る放送を行っていた。

・区内の被害状況や交通機関の運行状況等の情報を簡潔に知らせます。
・ 公園・広場や災害時退避場所等に小型のスピーカーを設置し、一時退避者に情報提供を
行います。
・ 総合設計や再開発等の大規模開発に合わせ、民間の協力を得て公開空地等へのスピーカー
の設置を進めます。

デジタル式無線機 区民
昼間区民

・ 連合町会長宅や幼稚園、小・中・中等教育
学校、防災関係機関等に合計 222 局配備し
ていた。

・ 新たに 69 局（避難所運営協議会、認証保育所、高齢者施設〈民間を含む〉等）を追加し、合
計 291 局配備します。

安全・安心メール 区民
昼間区民

・ 地震発生や気象情報（警報発表時）をメール
で知らせていた。

・区内の被害状況や交通機関の運行状況等の情報も知らせます。

緊急速報メール 区民
昼間区民
来街者

（新規）
・区内全域の携帯電話に、区内の被害状況や交通機関の運行状況等の情報を知らせます。
※通信事業者、機種によって対応・非対応の差があります。

区のホームページ 区民
昼間区民
来街者

・ 災害時の区の対応や、今後の対策等につい
て掲載していた。

・ 災害発生後の区内の状況（被害状況、避難所の開設等）などを迅速に情報提供します。

高所カメラ 区民
昼間区民
来街者

・ 区のホームページ上に高所カメラの映像を
公開していた。

・ 現在のホームページ上で公開している画像をより大きくし、区内の状況をリアルタイム
で公開します。

テレビ・ラジオ・
パソコン

区民
（新規）

・ 避難所（15 か所）にテレビ・パソコンが利用可能な設備を整備し、ラジオを配備します。

地図 昼間区民
来街者

・ 総合防災案内板には、設置場所周辺の地図
情報を表示していた。

・総合防災案内板に、区外を含めた広範囲の地図を加え、帰宅を支援します。
・災害時に、駅等で帰宅困難者に広域マップを配布します。

項目 対象者 これまでの対策 今後の見直し（案）

避難所
（原則として、避
難所は区民の利用
のみを想定してい
ます）

区民 ・ 区災害対策本部の指示で開設を決定してい
た。

・ 災害時要援護者を対象に、専用のスペース
を確保していた。

・ 区災害対策本部または避難所運営協議会が開設を決定します。
　※協議会委員の構成は、今後見直しを行っていきます。
・ 区内で一定規模の災害が発生した場合、町会の役員等は避難所など、あらかじめ定めた
場所に参集して情報交換できるようにルール化します。
・ 災害時要援護者に加え、乳幼児のいる家庭・妊婦・女性等を対象に、プライバシー確保
などの対応や物資の備蓄を行います。
・ 区民の自宅等に大規模な被害がある場合、避難所を一定期間開放した後の仮居住場所と
してホテルなどを想定しているため、新たに宿泊施設との協定を締結します。

保育園、こども園、
認証保育所、幼稚
園、小・中・中等
教育学校

区民 ・ 保護者が子どもを引き取りに来ることを想
定していた（引き取りに来るまでは施設で
預かる）。

・ 校庭は児童・生徒が避難する場所として想
定していた。

・ 保護者が引き取りに来られない児童・生徒が宿泊する場合や、引き取りに来ても帰宅困
難となる場合に備えた備蓄物資を配備します。
・ 児童・生徒の安全が確認された場合は、学校長の判断で校庭を避難者用に開放します。

福祉施設・高齢者
施設

区民 ・ デイサービス等の通所施設は、災害時に利
用者を帰宅させることを想定していた。

・利用者が帰宅困難な場合のための備蓄物資を配備し、施設内の態勢を整備します。

平日昼間・休日昼間・夜間で対応が異なるもの

項目 平日昼間 休日昼間 夜間

災害時の安否確認 災害時要援護者は、区職員および災害時要援
護者の名簿を保有する町会、民生・児童委員、
消防、警察等が安否確認を行います。
集合住宅内の居住者は、居住者同士で安否
確認を行います（マンション防災計画等で定
める）。
なお、区民の安否は避難所で情報を集約し、
区災害対策本部と情報共有します。

災害時要援護者は、区職員の参集が困難な場合は、災害時要援護者の名簿を保有する町会、
民生・児童委員、消防、警察等が中心となり安否確認を行います。区職員は、参集後に確認
作業および結果の取りまとめを行います。
集合住宅内の居住者は、居住者同士で安否確認を行います（マンション防災計画等で定め
る）。
なお、区民の安否は避難所で情報を集約し、区災害対策本部と情報共有します。

意見の提出方法
受付期間　3月 10 日㈯（消印有効）まで
提 出方法　郵送・ファクスまたはＥメール（8面記入
例参照・様式自由）に記入して、お寄せください。
提 出先　防災課防災計画係
　　　　〒 102 － 8688 九段南 1－ 2－ 1
　　　　 3264 － 1673
　　　　 bousai@city.chiyoda.lg.jp
※ ご記入いただいたご意見および個人情報は、防災
対策の見直し以外の目的には使用しません。
※ いただいた主なご意見とそれに対する区の回答は、
区のホームページ（http://www.city.chiyoda.lg.jp）
等で公表します。
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項目 対象者 これまでの対策 今後の見直し（案）

（仮称）帰宅困難者
一時受入施設

昼間区民
来街者 （新規）

・ ホテル、大学、大規模集客施設、ホール、貸会議室、民間ビル等と協議を行い、帰宅困
難者の受け入れや物資の配布に関する協力体制を構築します。受入場所は、屋内施設だ
けではなく公開空地等も含めて協議を進めます。

（仮称）災害時一時
サポートエリア

昼間区民
来街者 （新規） ・ 地下空間（地下通路、地下街等）を「（仮称）災害時一時サポートエリア」として活用するた

めの調査を行い、帰宅困難者の受入場所を確保していきます。

災害時退避場所 区民
昼間区民
来街者

・ 帰宅困難者への情報・物資の提供場所に、
帰宅困難者支援場所（区内 6 か所の広場・
グラウンド等）を指定していた。

・ 帰宅困難者支援場所を「災害時退避場所（災害発生直後、必要に応じて一時的に集まる場
所）」に位置付けます。原則物資の提供は行わず、防災行政無線等による情報提供を行う
場所とします。

訓練 区民 ・ 区職員の主導で避難所開設訓練や総合防災
訓練を実施していた。

・出張所管内別に、すべての町会が参加できる、避難所が対象の訓練を行います。
・ 地域住民だけでも円滑な避難所開設ができるよう、災害時と同じ役割を担当する訓練とし、
被災者受け入れ、資機材搬出・操作等、実践的な訓練を実施します。
・ 各避難所の区担当職員を固定し、担当業務の習熟度向上を図り地域と顔の見える関係を
築いていきます。
・ 平日昼間・休日昼間・夜間の 3パターンを想定した訓練を実施します。
・ 各地域の医師会が医療救護所開設訓練を実施します。

区民
昼間区民
来街者

・ 帰宅困難者の帰宅支援のため、帰宅困難者
避難訓練を実施していた。

・ 一斉防災訓練（シェイクアウト訓練）や関係施設との無線交信訓練、（仮称）帰宅困難者一
時受入施設での運営訓練を行います。
・ （仮称）帰宅困難者一時受入施設や（仮称）災害時一時サポートエリアで、区災害対策本部
との情報伝達や帰宅困難者への情報・物資提供、施設での受け入れ等の実践的な訓練を
実施します。

備蓄物資 区民 ・ 被害想定をもとに避難者 9,000 人分の物資
を備蓄していた。

区立の保育園、こども園、認証保育所、幼稚園、小・中・中等教育学校、児童館・学童クラブ、
福祉施設・高齢者施設、出張所等の利用者分として、合計約 18,000 人分の物資を備蓄します。

備蓄物資等の購入
助成（＊1）

区民
集合住宅
昼間区民

・ 地域防災組織への補助金は 10 万円を上限
としていた。

・ マンションや事業所への補助金は町会加入
を条件とし 1回に限り交付していた。

・ マンションへの補助金は防災計画策定の有
無を条件にしていなかった。

・ 賃貸マンションは補助の対象ではなかった。

・ 地域防災組織への補助金は、時限的（平成 24・25 年度）に 20 万円を上限として、支援を
拡充します。
・ マンションへの補助金は、時限的（平成 24・25 年度）に 15 万円を上限とし、また、条件
の緩和（町会加入やマンション防災計画策定の有無で補助率の差を設ける）を行い、1回限
りでなく、3年ごとに申請可能とします。
・ 賃貸マンションも対象に加え、町会加入等の条件で補助率の差を設け、10 万円を限度に 3
年ごとに申請可能とします。
・ 事業所への補助金は、町会加入の有無で補助率の差を設け、1回限りでなく、3年ごとに
申請可能とします。

＊1　助成制度の詳細な条件は、防災課へお問い合わせください。

項目 対象者 これまでの対策 今後の見直し（案）

周知、普及啓発 区民
集合住宅
昼間区民
来街者

・ 防災訓練や出前講座等を通じて普及啓発を
行っていた。

・ 防災のてびきやマンション防災の手引きを見直し、家庭・事業所に対して「あわてて外に
出ない」「3日分の物資の備蓄を行う」「家具の固定や建物の補強を実施する」等を、あら
ゆる機会に繰り返し普及啓発を行っていきます。
・ マンションごとの防災計画策定促進のため、マンションアドバイザーの派遣を行います。

連携 昼間区民
来街者

・ 消防・警察・自衛隊・大学と災害時の対応
について連携を図ってきた。

・ 帰宅困難者・来街者対策として、鉄道事業者と災害時の対応ルールを協議するほか、デジタ
ル式無線機を活用した情報伝達手段を確保するなど、連携を強化していきます。

応急危険度判定 区民
昼間区民

・ 日本建築家協会と協定を締結していた。 ・ 迅速な応急危険度判定を行うため、協定先の拡大を図ります。

システム 区民
昼間区民

・ 災害時においてもパソコンが利用できるこ
とを想定していた。

・ ネットワークやサーバーが機能しない場合を想定し、災害時に必要なデータの文書によ
る保管等を行います。

防災会議 区民
昼間区民

・ 防災関係機関やライフライン事業者、医師
会等を構成員としていた。

・ 鉄道事業者や大学、協定締結団体等を構成員に加えます。

区の態勢や取り組み

項目 平日昼間 休日昼間 夜間

避難所の開設（＊2） 区災害対策本部または避難所運営協議会の判
断で、避難所を開設します（学校は、学校長
と協議の上で開設）。避難所は区職員と避難
所運営協議会が運営します。
物資は、区職員、避難所運営協議会、ボラン
ティア等が連携し、避難者へ配布します。

区災害対策本部の開設に時間を要することも想定し、避難所運営協議会の独自の判断で避
難所を開設します。区職員は、参集後に運営に加わります。
物資は、避難所運営協議会が中心となり、避難者へ配布します。また、ボランティアにも
協力を要請します。

校庭の開放 学校の校庭を避難者に開放するかどうかは学
校長が判断を行います。

行事等で教職員や児童・生徒が学校内にいた場合は、学校長が開放の判断を行います。そ
れ以外の場合は、避難所運営協議会が開放の判断を行います。

帰宅困難者の受け入れ 区災害対策本部の要請または協力施設の判断
で施設を開放します（室内だけでなく、公開
空地等を含む）。
物資は、協力施設の職員が避難者へ配布しま
す。

区災害対策本部の開設に時間を要することも想定し、協力施設の判断で施設を開放します
（室内だけでなく、公開空地等を含む）。
物資は、協力施設の職員が避難者へ配布します。

＊2　避難所以外の区の施設に利用者が留まった場合、物資の配布等は各施設の職員が対応します。 

項目 平日昼間 休日昼間 夜間

区災害対策本部の態勢 区災害対策本部を開設し、それぞれの職員
があらかじめ定められた担当業務を行いま
す。

区災害対策本部の開設や初動対応は、夜間・休日に職場で待機している災害情報対策員お
よび区内や近隣区に居住している職員が行い、その他の職員は参集順にあらかじめ定めら
れた担当の業務を行います。

平日昼間・休日昼間・夜間で対応が異なるもの

平日昼間・休日昼間・夜間で対応が異なるもの

避難所等への受け入れ、備蓄 （5面より続く）

☆この千代田区防災対策の見直し（案）に対するご意見をお寄せください。☆
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児童館
■神田児童館「親子でリズム 1・2・3」
　親子でリズム遊びやふれあい遊びを
しませんか。全 4回コースです｡
　2 月 29 日㈬ ･3 月 7 日㈬ ･12 日㈪ ･ 
19 日㈪ 10 時 45 分～ 11 時 15 分（1・2
歳児親子）／ 11 時 30 分～ 12 時（0 歳
児親子）、区内在住の 0 歳～ 2 歳児親
子 20 組（申込順）、講師＝後藤紀子さん
（和光大学准教授）、申込みは前日まで
に電話または直接児童館へ。
フラワーアレンジDEホワイトデー
　バレンタインのお返しに花はいかが
ですか。お父さんの参加も大歓迎です。
　3 月 10 日㈯ 10 時 30 分～ 12 時、区
内在住の幼児・小学生親子 20 組（申
込順）、参加費＝ 1,500 円（材料費〈お花
代〉／当日払い）、申込みは 2月 27 日㈪
から電話または直接児童館へ｡
＊託児サービス（有料 ･要予約）あり｡

－いずれも－
　外神田 3－ 4－ 7☎ 3253 － 6021
■四番町児童館「親子卓球教室」
　3月 10日㈯ 10時 30分～ 12時、講師 
＝大場隆雄さん（中央大学女子卓球部
監督）、申込みは電話または直接児童
館（四番町 11 ☎ 3234 － 3084）へ｡
※ 電話は午前中にお願いします。

　保育園・こども園で、一緒にひな祭
りの雰囲気を味わいながら伝統行事を
楽しみましょう。
■麴町保育園
　就学前の親子、三番町 7 ☎ 3261 －
7960、2 月 28 日㈫までに要予約
■神田保育園
　未就園児の親子 5組（申込順）、神田
淡路町 2－ 12☎ 3253 － 6258、要予約
■�西神田保育園
　未就園児の親子 5組（申込順）、西神
田 2－ 6－ 2☎ 5215 － 9060、要予約
■四番町保育園
　就学前の親子、四番町 11 ☎ 3234 －
2269、要予約
■�いずみこども園
　就学前の親子、神田和泉町 1☎ 3866
－ 9938、要予約

■ふじみこども園
　1 歳～ 5 歳の就学前の親子 5 組（申
込順）､ 2 月 29 日㈬までに要予約､ 富
士見 1－ 10 － 3 ☎ 3263 － 1009

－いずれも－
とき　3月 2日㈮ 10 時～ 11 時
※ いずみこども園は 9時 45 分～ 10 時
15 分､ ふじみこども園は 10 時 30
分～ 11 時

子育てパパを対象に
絵本読みきかせ講座

　子育て中のお父さんを対象に、子ど
もが喜ぶ読みきかせのコツをつかむた
めの講座を開催します。講座終了後の
ランチタイムは、お母さんとお子さん
も一緒に楽しめます。
　3 月 24 日㈯ 10 時～ 13 時、麴町区
民館（麴町 2 － 8）、区内在住の未就園
児の父親 20 名（申込順）、講師＝飯島晶
子さん（朗読家）、参加費＝ 1,000 円（食
事代を含む、ランチタイムのみ〈お母さ
ん〉500 円）、電話 ･ファクスまたはＥ
メール（8面記入例参照）で社会福祉協
議会（☎ 5282 － 3711 5282 － 3718
chiiki@chiyoda-cosw.or.jp）へ。

※ メールで申し込んだ方には、受付確
認の返信メールをお送りします。3
日以内に返信がない場合は、ご連絡
ください。

※ 託児サービス（有料〈500 円〉・要予
約・10 名〈申込順〉まで）あり。

四番町保育園
「おおきくなったかな」

　保育園入園前のお子さんの身長・体
重を測ります。育児相談もあります。
　3月 13 日㈫ 10 時～ 16 時、四番町 11
☎ 3234 － 2269、要予約

病児 ･ 病後児保育の助成
（ベビーシッター利用料を補助）
　区は、お子さんが病気で保育園・小
学校に登園・登校ができないため、保
護者がベビーシッターを利用した場合
に、費用の一部を助成しています。
対�象　区内在住で､ 生後 57日目から小
学 6年生までのお子さんが病気中ま
たは病気の回復期に、ベビーシッター
による保育サービスを利用した方
助�成金額　利用料金の 2分の 1（児童
1人あたり年間 4万円まで）

※ 入会金や年間登録料は除く
申�請方法　ベビーシッターを利用後に
申請書（区指定様式）を記入し、領収
証や受診証明書等を添えて、直接
子ども支援課支援係（区役所 2階☎
5211 － 4229）へ。

病後児保育をご利用ください
　区内では、ふじみこども園（富士見
1－ 10 － 3）および認証保育所のポピ
ンズナーサリースクール一番町（一番
町 10 － 8）で実施しています。詳しく
はお問い合わせください。
　子ども支援課支援係 ☎ 5211 － 4229

健康ちぇっく（予約制）実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）15211－8161　65211－8192 

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など食事に関する相談 随時受付9時～17時

と　き事業名・対象など

3／19（月）13時30分～15時

ビーバー教室
　区内在住の11か月～1歳6か月児とその保護者（対象者に
　は生後11か月に通知します）
・離乳完了期のお口の機能に合わせた食べ方やむし歯予
　防のポイント、離乳の完了と間食のとり方について

3／13（火）15時30分～16時30分
食べ方相談室
　区内在住の乳幼児の保護者
・食事に時間がかかる、丸飲みする、好き嫌いが多い、口に
　ためて飲み込まないなど、子どもの食べ方に関する相談

3／13（火）13時30分～15時
もぐもぐ教室
　区内在住の6か月児と保護者
・食べ方の発達や離乳食に関する講習会、予約不要（対象
　者には通知します）

3／10（土）9時～11時30分まま・ぱぱ学級
　主に初妊婦（妊娠中期）とその家族

3／6（火）14時～14時30分アレルギー相談
　0歳～15歳のアレルギー相談

3／1（木）・21（水）・28（水）13時～16時
3／10（土）・14（水）9時～11時

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
※歯科健診やむし歯予防のためのフッ化物塗布など

卒業するお子さんがいる公務員の方は、
4月から区の次世代育成手当が受給でき
ます（お子さんが18歳の3月31日まで）。
受給するには、3月中の申請が必要です。
4月以降に申請した場合は、申請の翌月
分からが支給対象になります。
　なお、公務員以外の方は子ども手当
に引き続いて受給できるため、申請の
必要はありません。
⑵区外へ単身赴任される方へ
  これまで区の次世代育成手当を受給
していた方が、区外へ単身赴任（転出）
する場合（お子さんたちは引き続き区
内在住）は、新たに申請することで、
継続して手当を受給できます。
申�請方法　必ず電話で子ども支援課手
当・医療係に連絡の上、期限までに
申請をしてください。
※ 申請時に、勤務先からの証明書（区
所定用紙）が必要です。

－⑴⑵いずれも－
　特別区民税、国民健康保険料、保育
料等の未納があると、受給できない場
合があります。
申�請期限　転入・転出の翌日から 15
日以内に受給申請・喪失届け等を手
続きしてください。

補助金額　月額 3,400 円～ 7,200 円
※ 所得に応じて変わります。
②外国人学校児童・生徒保護者補助金
対�象　区内在住で外国人学校（義務教
育に相当する課程）に通い、教育委
員会の就学の免除・猶予を受けてい
る児童・生徒の保護者
補助金額　月額 6,000 円

－①②いずれも－
申請期間　3月 1日㈭～ 15 日㈭
※ 転入した方、前期分の申請をしてい
ない方はお問い合わせください。

子ども手当
　平成 23 年 10 月分から支給を受ける 
ための申請期限は、平成24年3月30日 
㈮です。なお平成 23 年 10 月以降に、
お子さんが出生した方は出生日の翌
日、転入者は届出した転出予定日の翌
日から、15日に以内に申請が必要です。
申請がないと、手当をさかのぼって受
給できませんので、ご注意ください。

次世代育成手当
⑴公務員の方へ
　区内在住で、今年の 3月に中学校を

　期限までに申請しないと受給できな
いものもあります。忘れずに申請して
ください。
申�請先　子ども支援課手当・医療係（区
役所 2階☎ 5211 － 4230）

発達障害等相談・療育経費
助成（申請期限は 2 月 29 日）
　区は、発達障害等のお子さんが療育
機関等で相談や療育を受けた際、その
費用の一部を助成しています。
　助成申請は、6月 ･10 月 ･2 月の年 3
回です。今回は平成 23 年 3 月分～平
成 24 年 2 月分の相談・療育経費の申
請です。申請は2月中にお願いします。
詳しくはお問い合わせください。

私立幼稚園・外国人学校に通う
お子さんに関する補助金

　平成23年度後期（10月～ 3月）分の補
助金の申請を受け付けます。申請書類
は、幼稚園や学校を通じて配布します。
①私立幼稚園等園児保護者補助金
対�象　区内在住でお子さんを私立幼稚
園等に通園させている保護者

※ 所得制限があります。

子ども関係の各種手当･助成　申請を忘れずに

歯科講演会
子どもの食べる機能（能力）の発達
　食べること（摂食）の専門家が、胎児
から新生児、そして幼児になるまでの
食べる機能の発達を、わかりやすくお
話しします。
　3 月 12 日㈪ 13 時 30 分～ 15 時、千
代田保健所 3階多目的ホール（九段北

親子縄文土器作り体験
　縄文人と同じ方法で、親子で土器を
作ります。この機会に、縄文文化を体
験してみませんか。
　①3月3日㈯「土器作り」②3月20日 
㈷「野焼き」いずれも 10 時～ 16 時、（都） 
埋蔵文化財センター（多摩市落合 1－ 
14－2）、両日とも参加可能な区内在住・ 
在学の小学 4年生～中学生とその保護 
者 10組 20名（抽選）、参加費＝1人 200 
円（材料費･保険料）、2月27日㈪（必着）
までに往復ハガキまたはＥメール（8面
記入例参照）にお子さんの学年・保護
者の土器作り希望の有無を記入し日比
谷図書文化館文化財事務室（〒100 －
0012 日比谷公園 1－ 413502 － 3348
rekimin@vesta.ocn.ne.jp）へ｡

※現地集合・解散になります。

1 － 2 － 14）、区内在住の妊娠中の方
とその家族 30 名、講師＝弘中祥司さん
（昭和大学歯学部准教授）、持ち物＝母
子健康手帳、当日直接会場へ。
　健康推進課歯科相談主査
 ☎ 5211 － 8178

保育園・こども園で　ひなまつりをご一緒に

▲フランス料理を楽しむ集い（お茶の水小学校）
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スポーツセンター　水泳教室
■小学生水泳教室
　4月 1日～29日の毎週日曜（全5回）
10 時～ 10 時 50 分（準備体操は 9時 55
分～）、小学生 20 名（抽選）､参加費＝ 
3,000 円（入場料を含む）
■親子水泳教室
　4月 7日～5月 19日の毎週土曜（5/5
を除く全 6回）10 時～ 10 時 50 分（準
備体操は 9時 50 分～）､ 3 歳以上就学
前の幼児とその保護者 10 組（抽選）、
参加費＝ 4,800 円（入場料を含む）
※ 参加できるのは、幼児・保護者それ
ぞれ 1名です。

―いずれも―
　スポーツセンター内プール、指導＝ 
ミズノグループ専属インストラク
ター、3 月 12 日㈪（必着）までに往復

区 民 相 談

消 費 生 活
相 談

成 年 後 見
制 度 相 談

福 祉 専 門
法 律 相 談
（予約制）

区民相談室
（区役所2階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住・在
勤・在学者

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

西神田庁舎
3階（西神田1
－3－4）

男女共同参
画センター
MIW相 談 室
（区役所10階）

消 費 生 活
セ ン タ ー
（区役所2階）

区民相談室
（区役所2階）

（区役所10階）

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスな
どの悩みに女性カウンセラーが応じま
す。＊は英語での相談も受け付けま
す。託児サービス（有料・要予約）あり。

福祉や成年後見制度、消費者被害に
関する悩みごとのほか、相続や遺言の
相談に弁護士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後
見活動の悩みや不安にお答えします。

毎日（土・日・祝日を除く）8時30分～
17時

消費生活センター
15211－4314

※話し中の場合
15211－8845

MIW相談室
15211－4316

区民相談室
15211－4176
（月～金曜8時30
分～17時）

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター
15282－3100

3月の各種相談（無料）
名　称 場　所 内　　容 問合せと　き対　象

消費者相談に消費生活相談員が応じ
ます。

毎日（土・日・祝日を除く）
9時30分～16時

多重債務特別相談に弁護士が応じま
す（予約制）。

22（木）13時～15時15分

  8（木）石川宏弁護士
22（木）鈴木一夫弁護士
14時～16時20分

毎日（日・祝日を除く）8時30分～17時

MIW相談室
（予約制）

ミュウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談 どなたでも区役所会議室

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒102－8688九段南1－2－1福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉総務課
15211－4210

14（水）池田惠利子委員（社会福祉士）
19（月）横堀昌子委員（青山学院女子短期大学
　准教授）14時～16時（予約制）

介 護 者 の
た め の
カウンセリング
（予約制）

高齢者を介護
している区内
在住者
区内在住の高
齢者を介護し
ている方

男女共同参
画センター
MIW相 談 室

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・家
族間暴力・高齢者虐待等）に専門カウ
ンセラーが応じます。

高齢介護課在宅支援係
15211－4220

6（火）10時～17時

2（金）＊・3（土）・7（水）・8（木）・10（土）＊・16（金）＊・17（土）・
21（水）・22（木）・24（土）＊・30（金）＊・31（土）
10時30分～15時30分

1（木）・9（金）＊・14（水）・15（木）・23（金）＊・28（水）・
29（木）17時～21時

法律相談（予約制） 2（金）・7（水）・9（金）・14（水）・16（金）・21（水）・23（金）・28（水）
13時～15時15分

8（木）13時～15時

13（火）13時～15時

15（木）13時～15時

7（水）13時～15時

1（木）・8（木）・15（木）・22（木）13時～15時

8（木）・22（木）13時～15時

18 歳末満で
区内在住・在
学のお子さん
がいる家庭

児童・家庭支
援センター
（神田さくら
館6階）

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
13256－8150

6（火）10時30分～12時
神村富美子さん（臨床心理士）

親 と 子 の
心 理 相 談

区内在住の障
害のある方ま
たはその家族
（障害者手帳
の有無は問い
ません）

障害者就労
支援センター
（生活福祉課
〈区役所3階〉）

障害のある方の就職活動や職業訓練
のアドバイスを行います。また、在職中
の方で職業上の悩みなどの相談も受
け付けます。相談には専門のジョブコ
ーチが応じます。

毎月第3水曜10時～16時
障害者就労
相 談 室
（予約制）

千代田区障害者就労支援
センター
13264－2153
　　3264－0927

税務相談
司法書士相談
人権身の上相談・行政相談・
社会保険労務相談
行政書士相談

不動産相談

土地家屋調査士相談

一般相談

ハガキ（記入例参照・1 組 1 枚） に性
別（小学生水泳教室は学校名・学年・
泳力レベルも）を記入しスポーツセン
ター（〒 101 － 0047 内神田 2 － 1 －
8☎ 3256 － 8444）へ。
※ 泳力レベルは、Ａ＝クロール 25m、
Ｂ＝クロール 12.5m、Ｃ＝面かぶり
キック 10m、Ｄ＝まったく泳げない
※館内への入場は 9時 45 分～

内幸町ホール　子ども寄席
　内幸町ホール「子どものための文化
祭」として子ども寄席を開催し、区内
の児童を無料招待します。
　3 月 18 日㈰ 14 時開演、内幸町ホー
ル、区内在住 ･ 在学・在勤者の児童
（6歳～ 12 歳）とその保護者 180 名（抽
選）、内容＝講談（一龍斎貞友さん）／色
物（松旭斎静花さん〈奇術〉）／落語（春
風亭柳橋さん）／落語解説（春風亭べん
橋さん）／体験コーナー「鳴り物教室」、
3月 2 日㈮（必着）までに往復ハガキま
たはＥメール（記入例参照・保護者を
含め 5名まで）で内幸町ホール（〒 100
－ 0011 内幸町 1 － 5 － 1 ☎ 3500 －
5578 uchisaiwai@c-linkage.co. 
jp）へ。

開設日 診療科目 診療時間 実施場所電話番号（開設日のみ）

3月の休日応急診療

1 5211－8202

1 5211－8203

1 5211－8197
※受診するときは、事前に電話でお問い合わせください。※健康保険証が必要です。
※受付は診療時間終了の30分前までです。

千代田保健所4日 ・ 11日
18日 ・ 20日
25日           

内科・小児科
歯 科
調 剤 薬 局

9時～22時

9時～17時

9時～22時
最寄り駅＝九段下駅
（5番出口徒歩1分）

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）　1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323）

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）

問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）
15211－8161　65211－8193 

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満1歳～小学校就学前が対象）
　を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
　忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催しなどの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。
※記入の際、摩擦や熱で消えるインクのペンは　使
用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　 
　を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
　電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

■区主催
　応募時の個人情報は厳重に管理し、当該催し物などの開催のためだけに利用します。
■区以外
　応募時の個人情報は、区と同様に取り扱うように区は主催者に要請していますが、詳
しくは、主催者へお問い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就
　学前が対象）を希望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校
　名）、所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

個人情報について

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―
申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

―個人情報について―
■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物のためだけに利用しますが、詳しくは、主催者にお問
い合わせください。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校　
　就学前が対象）を希望する方は　
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※Ｅメールの場合は件名にも催し
　などの名称を。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料
※記入の際、摩擦や熱で消えるイ
　ンクのペンは使用不可。

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※いっとき保育（満１歳～小学校就学前が対
象）を希望する方は記入

　⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名を
忘れずに。

※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
電話番号を追記

※費用の記載の無いものは原則無料

申込書の記入例
①催しなどの名称
②郵便番号・住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前）を希
　望する方は記入
　⑥お子さんの氏名（ふりがな）⑦生年月日
※託児サービスは本文表示のある場合
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名　
を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、　
電話番号を追記。
※費用の記載の無いものは原則無料。

「フリーマーケット」を開催
　ちよだ環境ボランティアが主催のフ
リーマーケットを開催します。毎回、
掘り出し物がたくさんの楽しい催しで

M
ミ ュ ウ

IW 情報ライブラリ
蔵書点検を実施

　男女共同参画センターMIW情報ラ
イブラリでは蔵書点検を実施します。
実施期間中、情報ライブラリでの資料
の閲覧・貸出・返却はできません（返
却のみ千代田図書館で可能）。
とき　2月 29 日㈬、3月 1日㈭
問合せ　MIW　　　　☎ 5211 － 8845

がんばれ産地「神田夕やけ市」
　神田駅西口商店街振興組合では、東
日本大震災で被災し、また風評被害
にあった新鮮・安全な農産物の販売
を行います。詳しくは、神田駅西口
商店街のホームページ（http://www.
kandaeki-nishiguchi.or.jp）をご覧く
ださい。
　3月 3 日㈯ 10 時～ 15 時、神田駅西
口通り
　区民生活課商工係　15211 － 4185

日比谷図書文化館
特別研究室（席）

研究室（ラボラトリー）で貴重な古書に
触れてみませんか
■開室時間を延長
　内田文庫をはじめ貴重な古書を直接
手にとって見ることができる特別研究
室は、現在「夜ラボ」として、水・金
曜のみ開室時間を 21 時まで延長して
います（3月 31 日㈯まで）。
　また、特別研究室内には、個別のデ
スクで研究できる特別研究席（32 席・
有料・予約可）を用意しています。無線・
有線 LANも利用できる快適な書斎と
してぜひご利用ください。
利�用時間　10 時～ 18 時（日・祝日は16 
時まで、3月 31 日㈯までの水・金曜 
は 21 時まで）
利�用できる方　18 歳以上の方
※高校生以下の利用は、保護者同伴。
■特別研究席の利用方法
　貸出券または住所が確認できるもの
をお持ちください。
利用料金

時間帯 料金

10 時～12 時
12 時～14 時
14 時～16 時
16 時～18 時

各時間帯ごとに300 円

18 時～21 時
（夜ラボ）

300 円（区内在住者は
無料）。

申�込み　電話または直接日比谷図書文
化館 4階特別研究室（日比谷公園１
－ 413502 －3340）へ。

す。早春の一日に、掘り出し物を探し
にご来場ください。
　3月 3 日㈯ 10 時～ 13 時 30 分（雨天
決行）、いきいきプラザ一番町地下 1階
カスケードホール（一番町 12）、約 30
店舗
　ちよだ環境ボランティア・窪田
� 13295 － 6480
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　国民年金保険料はクレジットカード
でも納付することができます。クレ
ジットカード払いは、保険料を定期的
にカード会社が立替し、後日カード会
社から利用者に請求する方式です。
　希望する方は「クレジットカード納付
（変更）申出書」を、住所地を管轄する
年金事務所に提出してください。
■立替の種類
毎月納付　毎月の保険料を、翌月末日
　に立替する方法です。保険料の割引
　はありません。
1 年前納　毎年 4月～翌年 3月分の保
　険料を、4月末日に立替する方法で
　す。現金で１年前納した時と同額の
　前納割引を受けられます。
半年前納　毎年 4月～ 9月分の保険料
　を4月末日に、毎年10月～翌年3月分
　の保険料を10月末日に、それぞれ立替
　する方法です。現金で半年前納した
　時と同額の前納割引を受けられます。
■前納の申込期限
　平成 24 年度の 1年前納・前期（4月
～ 9 月分）半年前納の申込期限は、2
月 29 日㈬までです。

■利用できるクレジットカード
　イオンクレジット／イズミヤ／NC
日商連／ OC ／オリコ／セゾン／
JCB／セディナ／ダイナースクラブ／
ジャックス／東急／トヨタファイナン
ス／日専連／三井住友／三菱UFJニコ
ス／ヤフー／UCS／ライフ／楽天KC
／UC／VISA／マスターカード
注意点
・ 支払回数は１回払いのみです。
・ 支払いできる保険料は「定額保険料」
および「付加保険料込みの定額保険
料」です。過去の未払い分および保
険料の一部を免除されている場合は
利用できません。

・ クレジットカード払いには、口座振
替割引は適用されません。

・ 利用するクレジットカードの利用限
度額が、立替日時点で超過していた
場合は、クレジットカードによる
納付ができませんのでご注意くださ
い。この場合、納付できなかった保
険料は納付書での納付となります。
問�合せ　千代田年金事務所
 ☎ 3265 － 4381

国民年金保険料
クレジットカードでも納付できます

往復ハガキで、
3/10（土）～20（祝）
（消印有効）　

往復ハガキで、
3/1（木）～20（祝）
（必着）

所定の用紙で、
3/1（木）～20（祝）
（必着）

5月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ６月分

※1　往復ハガキ（8面記入例参照）で九段生涯学習館（〒102－0074九段南1－5－1013234－2841）
　　   へ。
※2　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所（13341－1731）へお問い合わせください。
※3　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、外濠
　　   公園管理事務所へお問い合わせください。
※4　所定の用紙をスポーツセンター（〒101－0047内神田2－1－8）へ。
※5　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設 （ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

3/26（月）

休館日
6/18（月）

5/6（日）・20（日）
九段生涯
学 習 館

4/2（月）
九段生涯
学 習 館

4/2（月）
スポーツ
センター

九段生涯学習館
へお問い合わせ
ください。

4/20（金）
8時30分～
（申込順）

4/3（火）
10時～（申込順）
九段生涯学習館

4/3（火）
10時～
（申込順）

※2※1

※1

※4 ※5

※3

※3
13341－1731

13256－8444

＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

6月の保養施設の利用申込み 区民生活課管理係15211－4181

3か月前の同日（休館の場合
は前日）の10時30分から受付
（例＝6/5泊の場合は3/5）

2か月前の同日（休館の場合
は前日）の10時30分から受付
（例＝6/5泊の場合は4/5）

区内在住者

その他の方

予
約
申
込
み

利
用
で
き
な
い
日

・

・

利用したい施設へ電話でお申し込み
ください。
　ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　満室の場合はキャンセル待ちを受
　け付けます。
　箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね３日後になります。

○保養施設の予約は現地のみで受け付けます。インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千
　代田区のホームページ→施設案内→家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○受付開始日が休館にあたる場合は、休館日の前日から受け付けます。また、2泊以上を希望する場合は、
　宿泊の初日が受付の基準日です。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘を利用する区内在住者で、行き帰りに小田急線に乗車する場合は、区役
　所・出張所で運賃が割引になる割引証を発行します。
○電話での申込みは10時30分～18時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。
○メレーズ軽井沢の土曜・休前日利用の当初予約申込み数は、繁忙期（年末年始など）と同様に1グル
　ープあたり計2室（棟）までに制限しています。
箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

10460－86－1150
10465－63－1153
10279－96－1280
10267－45－2676

   0120－05－4150
   0120－008－267
   0120－26－1280
   0120－45－2676

60460－86－1151
60465－63－3014
60279－96－1282
60267－45－0920

6／5（火）～7（木）・14（木）・15（金）
6／5（火）・6（水）・19（火）～21（木）
6／12（火）～14（木）・26（火）～28（木）・30（土）

箱 根

嬬 　 恋
軽 井 沢

湯 河 原
6／9（土）（神田公園地区連合町会優先枠）・23（土）（万世橋地区町会連合会優先枠）

特別相談
「若者のトラブル 110 番」

　最近、悪質商法による若者の被害が
増えています。都および都内の区市町
村は、関東甲信越ブロック悪質商法被
害防止共同キャンペーンの一環とし
て、特別相談「若者のトラブル 110 番」
を実施します。
　架空請求・キャッチセールス・アポ
イントセールス・マルチ商法など、さ
まざまな相談に応じます。自分だけは
大丈夫と思わずに、少しでもおかしい
と思ったら、すぐにご相談ください。
　3月 13 日㈫・14 日㈬ 9時 30 分～ 16 
時、区内在住・在勤・在学者、電話ま
たは直接消費生活センター相談専用電
話（区役所 2階15211 － 4314）へ。
※来所相談も受け付けています。

と　　き事業名・対象など

3／13（火）9時～16時
生活習慣病予防相談　
  区内在住で20歳以上の方（通院・入院中の方を除く）
・血管年齢を測定します（栄養と運動）。

健康チェック（予約制）実施場所・問合せ　千代田保健所（九段北1－2－14）15211－8161　65211－8192 

3／1（木）・16（金）13時30分～15時30分心の相談室　区内在住で心の問題で悩んでいる方

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）相談・検査 3／2（金）9時～9時30分

3／2（金）・6（火）・9（金）・13（火）・16（金）・23（金）・
27（火）・30（金）13時～16時

ふん便のノロウイルス検査
  区内在住・在勤・在学者 (有料）
・RT PCR法 6，000円
・リアルタイムPCR法 9,100円
  事前に採便管を取りに来てください。

3／8（木）9時～10時

健康相談　
  区内在住で16歳以上の方
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。なお、身
 体計測は無料。診断書は発行しません。
・3日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望する
  場合は、翌月の指定日になります（骨密度のみ当日の　
  結果説明可）。

3／8（木）9時～10時

肝炎ウイルス検査
  区内在住の16歳以上の方で過去に肝炎ウイルス検査
  を受けていない方
・3日前までに申し込んでください。
・結果は原則郵送します。医師の結果説明を希望する
  場合は、翌月の指定日になります。

3／2（金）・6（火）・9（金）・13（火）・16（金）・23（金）・
27（火）・30（金）13時～15時

オー

細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サルモネラ・
O157の健康管理検便）
  区内在住・在勤・在学者（有料）
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）
・腸管出血性大腸菌Ｏ26およびＯ111の検便も行います
  （料金別途）。

オー

公開講座「絵手紙」
　絵手紙で春のお便りをつくります。 
　3 月 4 日㈰ 13 時 30 分～ 15 時、障害
者福祉センター「えみふる」（神田駿
河台 2 － 5）、区内在住者 10 名（申込
順・障害の有無は問いません）、講師＝
池田由美さん（日本絵手紙協会公認講
師）、参加費＝ 200 円程度（教材費）、2
月 26 日㈰までに電話またはファクス
（8面記入例参照）で「えみふる」・菱

ひしやま

山
（13291 － 0600 3291 － 0608）へ。

M
ミ ュ ウ

IW ビデオサロン＆カフェ
「母をたずねて 1800 マイル｣

　ラリアはフランスのトップモデル
で、赤ん坊の時に自分を捨てた母に会
うためチュニジアの貧しい村へ出かけ
るが母は遠くの町に去っていた。母を
探しに行く彼女が旅で知るチュニジア
の現実、ついにたどりついた目的地で
知らされる衝撃の真実とは。監督＝メ
ディ・カレフ／ 2001 年フランス・チュ

災害ボランティアセンター
学習会

第 11 弾「災害ボランティアのチカラ
被災地支援の取り組みを紹介します」
　東日本大震災から１年が経ちまし
た。被災地では多くのボランティアが
活動していますが、時間とともに活動

の内容は変わってきています。
　テレビや新聞等で目にした災害ボラ
ンティアの多くは瓦

が れ き

礫の撤去、泥かき
でした。しかし、現地のニーズはそれ
だけではありません。日頃からの活動
のつながりや経験を被災地に応用した
取り組みを紹介し、あらためてボラン
ティアのチカラを学びます。
　講師は、仮設住宅の方といしのまき
地ビールづくりをしているハッタケン
タローさん、孤独死を防ぐため「パラソ
ル喫茶」を展開している牧野史子さん、
いわてを走る移動図書館プロジェクト
の笠井俊一さんです。
　3 月 23 日㈮ 18 時 30 分～ 20 時 30
分、ちよだボランティアセンター（西
神田1－3－4西神田庁舎 6 階）、定員
30 名（申込順）、電話・ファクスまた
は E メール（8 面記入例参照）でちよ
だボランティアセンター（15282 －
3716 5282 － 3718 volunteer@
chiyoda-cosw.or.jp）へ。

ニジア・ベルギー合作（102 分）
　3月 16 日㈮① 14 時 30 分～② 18 時
30 分～（各回終了後カフェあり）、男
女共同参画センターMIW（区役所 10
階）、定員＝各回 25 名（申込順）、電
話・ファクスまたは Eメール（8 面記
入例参照）に希望時間を記入しMIW
（15211 － 8845 5211 － 8846
miw@city.chiyoda.tokyo.jp）へ。
＊ 託児サービス（有料・2 週間前まで
に要予約）あり。
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■�第 20 回ニュースポーツ（ドッヂ
ビー）大会

　ドッヂビー（あたっても痛くない
軟らかい素材のフリスビーを使った
ドッジボール）のチーム対抗戦です。
　3 月 11 日㈰ 9 時 30 分～（受付 9
時）、スポーツセンター 3階主競技
場（内神田 2 － 1 － 8）、区内在住・
在学の小学生で構成された 16 チー
ム（申込順／1チーム10名～15名）、
参加費＝ 1 チーム 1,000 円（保険料
を含む）、3月 2 日㈮までに所定の用
紙（スポーツセンター〈内神田 2 －
1 － 8〉・文化スポーツ課で配布）に
記入し参加費を添えて直接文化ス
ポーツ課スポーツ振興係（〒 102 －
8688 九段南 1 － 2 － 1 区役所 2 階
15211 － 3627 3264 － 7989）へ。
※ 来庁できない方は、ファクスでの
申込みも可（参加費は銀行振込）

■スポーツセンター特別プログラム
　「フィットネスサーキット」
　3 月 23 日㈮ 19 時～ 20 時 30 分、
スポーツセンター卓球場、種目＝ズ
ンバ・ダンス・エアロビクス、定員
＝ 30 名（申込順）、講師＝渡邉久美
子さん・野沢小百合さん・河井美佳
さん（いずれもミズノグループイン
ストラクター）、参加費＝区内在住
者 800 円／その他の方 1,000 円（す
ぽすた会員は無料）、3月 20 日㈷ま
でに直接スポーツセンター（内神田
2－ 1－ 813256 － 8444）へ。

■成人水泳教室
　苦手な泳法を楽しく習いましょう。
①がんばれバタフライ
　4月 3日～5月 1日の毎週火曜（全
5回）
②がんばれ平泳ぎ
　4 月 6 日～ 5 月 11 日の毎週金曜
（5/4 を除く全 5回）

－①②いずれも－
　19 時～ 19 時 50 分（館内の入場
15 分前～）、スポーツセンタープー
ル、16 歳以上の方各コース 15 名
（抽選）、参加費＝ 3,000 円、指導＝
ミズノグループ専属インストラク
ター、3 月 12 日㈪（必着）までに往
復ハガキ（1 人 1 枚・8 面記入例参
照）に性別を記入しスポーツセン 
ター（〒101－0047 内神田 2－ 1－ 8 
13256 － 8444）へ。
■区民ゴルフ大会
　4月 10 日㈫ 8 時（アウト・イン同
時スタート、雨天決行）、若洲ゴルフ
リンクス（江東区若洲 3 － 1 － 2）、
区内在住・在勤者 150 名（申込順）、
参加費＝ 17,000 円（プレー代を含む
〈朝食・昼食等は各自精算〉）、3 月
23 日㈮（必着）までに所定の申込書
（スポーツセンター〈内神田 2 － 1
－ 8〉で配布または地域ポータルサ
イト「千代田 day’s」〈http://www.
chiyoda-days.jp〉からダウンロー
ド）に記入の上郵送またはファクス
（8面記入例参照）で千代田区ゴルフ
協会・山田（〒 101 － 0032 岩本町 2
－ 6 － 12 曙興業㈱気付13862 －
2723 3862 － 2730）へ。

■千代田区卓球リーグ戦大会
　3 月 25 日㈰ 9 時～、スポーツセン
ター（内神田 2－ 1－ 8）、千代田区卓
球連盟登録チーム（1団体 2チーム以
上も可）、種目＝男子団体の部・女子
団体の部、参加費＝ 1チーム 4,000 円
（高校生以下のチームは 3,000 円）、3
月 13 日㈫（必着）までに所定の申込書
（スポーツセンターで配布）を郵送で千
代田区卓球連盟・多々良（〒 101－ 0047
内神田 2－ 1－ 8スポーツセンター内
千代田区体育協会気付1090 － 7838
－ 2548）へ。
※ 直接スポーツセンター 2 階卓球場
（火・木曜 18 時～ 20 時）でも受付可
能。
■千代田区空手道選手権大会
　4月 1 日㈰ 9時～ 17 時、スポーツセ
ンター（内神田 2－ 1－ 8）、区内在住・
在勤・在学で東京都空手道連盟会員ま
たは千代田区空手道連盟加盟団体、種
目＝個人男子・女子組手および形（一
般・中学生・小学生の有段・有級者）、
参加費＝一般（高校生以上）2,000 円／
小・中学生 1,500 円、3月 1日㈭（必着） 
までに所定の申込書（スポーツセン
ターで配布）を郵送で千代田区空手道
連盟・藤田（〒 203－0051 東久留米市
小山 3－ 5－ 25）へ。
※ 問合せは、千代田区空手道連盟・福
井（1080 － 5080 － 0583〈18 時以降
のみ〉）へ。

千代田 Web 図書館セミナー
「電子図書が読める『千代田Web 図書
館』を使ってみよう」
　千代田Web図書館は、インターネッ
トにつながっているパソコンがあれ
ば、いつでもどこからでも電子図書を
利用できるサービスです。音声や動画
機能といった電子図書ならではの機能
を利用し、より効率的な読書や学習が
期待できます。今回は、実際にパソコ
ンを操作しながら、その使い方やコン
テンツ内容を紹介します。
※ 千代田Web図書館は、区内在住・在 
勤・在学者のサービスですが、一部の 
資料は一般の方も閲覧できます。

　3月 14 日㈬ 19 時～ 20 時、千代田図
書館第 1・2 研修室（区役所 9階）、電
子図書に興味がある方 12名（申込順）、
電話または直接千代田図書館カウン
ター（区役所 10 階15211－ 4289〈平
日10時～18時〉）へ。

さくら遊楽の会
　切り出したばかりのさくらの枝で、
織器を作りその織器とさくら染めの毛
糸を使ってコースターや花瓶敷を織り
ます。枝は持ち帰って、花を咲かせま
しょう。
　3 月 10 日㈯ 13 時 30 分～ 16 時（受
付 13 時～）、九段生涯学習館 4階実習
室（九段南 1－ 5－ 10）、定員 15 名（申
込順）、参加費 500 円（材料費）、講師＝
岡村比都美さん（アトリエさくら）、3
月 7日㈬までに電話またはファクス（8
面記入例参照）で道路公園課都市施設
主査（15211 － 4243 3264 － 4792）
へ。
※当日連絡先＝1080 － 3171 － 9433

樋口一葉誕生日公演
語り芝居「にごりえ」に招待

　毎年恒例の樋口一葉生誕の地で行わ
れる公演に、区内在住・在勤者を無料
招待します。今回は、語り芝居「にご
りえ」を上演します。戦後の芸能界を
生き、ドラマ「事件記者」「西部警察」
で有名な故高城淳一さんの最後の演出
作品でお楽しみください。
　3 月 22 日㈭① 14 時～② 18 時～
（開場は 30 分前から）、内幸町ホー
ル、無料招待枠＝区内在住・在勤者
各回 5組 10 名（抽選）、出演＝平田京
子さん（俳優）・桑原美帆さん（同）・
笈川勉さん（同）、3 月 13 日㈫（必着）
までに往復ハガキまたはＥメール（8
面記入例参照）に希望時間を記入し
内幸町ホール（〒 100 － 0011 内幸町 
1－5－113500－5578 uchisaiwai
＠ c-linkage.co.jp）へ。
※ 販売チケット（料金 3,000 円〈全席自
由〉）についてはお問い合わせくださ
い。

リサイクル施設見学会　参加者募集
　千代田区内から排出された古紙はど
のようにリサイクルされるのか。古紙
回収業者に集められ、分別されて製紙
工場で製品にリサイクルされるまでの
様子を見学します
と�き　3月 16 日㈮ 8時 20 分集合→ 16
時解散（予定）

※集合・解散とも千代田清掃事務所
見�学施設　㈱新井商店（足立区北加平
町）、レンゴーペーパービジネス㈱
八潮工場（埼玉県八潮市）、キッコー
マンもの知りしょうゆ館〈野田工場〉
（千葉県野田市）
対�象　中学生以上の区内在住・在勤・

在学者 30 名程度（在住者優先で抽
選）、

※ 昼食はありませんので、必ずお弁当
をご持参ください（もの知りしょう
ゆ館内ホールで食べます）。
申�込み　3月 2 日㈮（必着）までに往復
ハガキ（8面記入例参照）に昼間の連
絡先を記入し、郵送で千代田清掃事
務所ごみ減量係（〒 101 － 0021 外神
田 1－ 1－ 613251 － 0566）へ。

※ 複数名で申込みの場合は全員の氏
名・年齢・住所を記入してください。
※ サンダル・ハイヒール等での参加は
ご遠慮ください。

区民スポーツ大会・教室

内幸町ホール文化祭を開催
　区内で活動する文化芸術団体の活動
成果をお楽しみください。いずれも入
場無料です。
とき　3月 5日㈪～ 9日㈮
会場　内幸町ホール（内幸町1－5－1）
参加団体・内容　下図表のとおり
問合せ　内幸町ホール　13500－ 5578
※ 公演内容等詳しくは、内幸町ホー 
ルのホームページ（http://www.
uchisaiwai-hall.jp）をご覧になる かお問い合わせください。

とき 参加団体・内容

3 月 5 日㈪ 19 時 30 分 大江戸助六太鼓若衆（和太鼓演奏）

3月 6日㈫ 13 時 ハーモニカアンサンブル（ハーモニカ演奏）

3月 7日㈬ 19 時 RIE BALLET PRODUCE（バレエ）

3月 8日㈭ 13 時、15 時 30 分、18 時 話芸集団ぶれさんぽうず（朗読）

3月 9日㈮ 14 時、16 時、18 時 邦楽を楽しむ会（小唄・端唄・長唄ほか）

平成 24 年度　特別区職員の採用試験
　平成 24 年度の特別区（東京 23 区）職
員採用試験の日程等が決まりました。
試験区分・受験資格等詳しくは、採用
試験・選考告示日に発表される「試験・
選考案内」をご覧ください。

特別区人事委員会事務局任用課採用係
� 15210 － 9787
 http://www.tokyo23city.or.jp/
saiyou-siken.htm

（区）人事担当課� 15211 － 4149
▼平成 24 年度特別区職員採用試験・選考日程

項目 Ⅰ類採用試験 Ⅲ類採用試験 経験者採用
試験・選考

身体障害者を対象
とする採用選考

告示 3月 7日㈬ 6月 13 日㈬ 6月 13 日㈬ 8月 3日㈮

郵送申込受付 4 月 1 日 ㈰～ 
9 日㈪

6 月 13 日㈬～
8月 8日㈬

6 月 13 日㈬～
7月 11 日㈬

8月 3日㈮～
9月 10 日㈪

インターネット
申込受付

4月 1日㈰～
9日㈪

6 月 13 日㈬～
8月 8日㈬ － 8月 3日㈮～

9月 10 日㈪

持参申込受付 4月 10 日㈫・
11 日㈬

8月 9日㈭・
10 日㈮

7月 12 日㈭・
13 日㈮

9月 11 日㈫・
12 日㈬

1次試験・選考 5月 6日㈰ 9月 9日㈰ 9月 9日㈰ 10 月 8日㈷
最終合格発表 8月 10 日㈮ 11 月 7日㈬ 12 月 14 日㈮ 11 月 22 日㈭
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ミ
ナ
ー
開
催

宮
城
県
の
体
験
に
学
ぶ

■助成団体一覧

団体名 助成額 活動テーマ

EAST WIND 千代田 34万円 千代田区の山手線東側地区を広く知っていただき、活気
溢れる街にする

神田人 37万円 千代田の人の輪を広げよう

結びの会 38万円 心のまちづくり…昔と今の、人と街を結びあう

エイブル・アート・
ジャパン 46.5万円 まちづくりは人づくり！「エイブルアート講座＆ワーク

ショップ 2011」

神田．SUM 16万円 マンション新住民の地域参加への実験的プログラム作成

Live With Dream 46.5万円 千代田区内バリアフリー情報マップ作り
（地域編＋観光編）

神保町おさんぽ隊 36万円 神田神保町の街あるきとイベントで街の魅力を伝えよう！

イースト東京　
メディア化計画 36万円 千代田区～中央区エリアのまちの情報インフラを築く活動

週末ランニング　
皇居走ろうぜ！ 5万円 ボランニング（ボランティア×ランニング）

～皇居、千代田区の地域貢献活動～

平河町ミュージックス 5万円 平河町（千代田区）地域を音楽というテーマによって結
びつけ、まちづくり貢献

　

２
月
１
日
㈬

に
開
催
さ
れ
た

ち
よ
だ
青
空
市

に
お
い
て
、千

代
田
小
学
校
の

５
年
生
が
販
売

体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

千
代
田
小
学

校
で
は
平
成
22

年
度
よ
り
、千

代
田
区
教
育
委

員
会
と
連
携
し

て
フ
ァ
ー
ミ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
楽
し
み
な
が
ら
「
野
菜
を
育

て
る
体
験
」を
広
め
、「
食
」と
い
う

社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
端
へ
参
加
す

る
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

校
舎
の
屋
上
に
野
菜
と
仲
良
く

な
れ
る
教
室「
フ
ァ
ー
ム
ル
ー
ム
」

を
つ
く
り
、苗
の
植
え
付
け
や
、種

ま
き
、水
や
り
を
し
、日
々
の
成
長

を
観
察
日
誌
等
に
つ
け
な
が
ら
収

穫
ま
で
を
児
童
が
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、「
フ
ァ
ー
ム
ル
ー
ム
」

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、青
空
市

に
て
販
売
・
購
入
体
験
に
取
組
み

ま
し
た
。

　

当
日
は
、54
名
の
児
童
が
２
班

に
わ
か
れ
、販
売
補
助
・
試
食
担

当
グ
ル
ー
プ
と
、商
品
を
購
入
す

る
グ
ル
ー
プ
を
交
代
で
体
験
し
ま

し
た
。

　

児
童
の
参
加
に
よ
り
、賑
や
か

で
活
気
の
あ
る
青
空
市
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
回
の
ち
よ
だ
青
空
市

は
、３
月
７
日
㈬
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

時
間　

10
時
～
15
時

会 

場　

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
１

Ｆ
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

問 

合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
商

工
連
携
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
５
２
５
９

－

８
０
９
７

　

昨
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ

1
年
。

　

三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０
の
大
地

震
は
、各
地
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
通
し
て
、日
本

と
い
う
地
震
多
発
国
の
地
理
上

の
リ
ス
ク
を
改
め
て
感
じ
る
と

と
も
に
、マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
活

し
て
い
く
た
め
の
絆
の
重
要
性

も
認
識
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、震

度
７
を
記
録
し
た
宮
城
県
の
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
会
長
萩
原 

孝
次
氏
を
お
迎
え
し
、①
宮
城

県
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、ラ
イ

フ
ラ
イ
ン（
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・

電
話
等
）に
ど
の
よ
う
な
被
害

が
あ
り
、管
理
組
合
と
し
て
、ど

の
よ
う
な
対
応
が
行
わ
れ
た

の
か
②
震
災
直
後
、震
災
か
ら

数
週
間
後
、数
カ
月
後
そ
し
て

現
在
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
③
マ

ン
シ
ョ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の

か
等
に
つ
い
て
実
例
を
交
え
て

の
講
演
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

 

と 

き　

３
月
31
日
㈯
13
時
30
分

～
16
時（
13
時
開
場
）

 

場 

所　

千
代
田
区
役
所　

１
階

区
民
ホ
ー
ル

定 

員　

100
名（
先
着
申
込
み
順
）

セ 

ミ
ナ
ー
内
容　
『
震
災
か
ら

学
ぶ
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

講 

師　

㈳
宮
城
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
会
長 

萩
原 

孝
次 

氏
（
は
ぎ
わ
ら 

た
か
つ
ぐ
）

参
加
料　

無
料

　

お
申
込
み
は
、電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
、①
参
加
者

氏
名　

②
住
所　

③
マ
ン
シ
ョ

ン
名　

④
電
話
番
号　

⑤
参
加

者
人
数
を
記
載
の
上
、左
記
問

合
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問 

合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ

☎
３
２
３
３

－

３
２
２
３

３
２
３
３

－

７
５
５
７

kyojyu@
m

m
-chiyoda.or.jp

　

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
応
援
す
る
「
千
代
田
ま
ち
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
」の
、平
成
23
年
度
活

動
成
果
発
表
会
を
、3
月
24
日
㈯

に
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
公
開
審

査
会
を
突
破
し
、助
成
を
受
け
た

10
グ
ル
ー
プ
が
一
年
間
の
活
動
報

告
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
発
表
会
は
、市
民
活

動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。

　

成
果
発
表
会
終
了
後
に
は
、千

代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ（
通
称
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）主
催
の
懇

親
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、毎
年

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
ご
興
味
の

あ
る
方
、次
年
度
の
助
成
申
請
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

と 

き　

３
月
24
日
㈯
13
時
30
分
～

会 

場　

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
５
階
会
議
室

（
神
田
錦
町
３

－

21
）

内 

容　

各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動

成
果
報
告
。審
査
委
員
に
よ
る

質
疑
な
ど
。

懇 

親
会　

発
表
会
終
了
後
、Ｃ
Ｓ

Ｃ
主
催
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま

す
。（
会
費
千
円
・
予
定
）

問
合
せ　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
３
２
３
３

－

７
５
５
６

▲中間発表会の様子

　

平
成
23
年
11
月
１
日
㈫
か
ら
全

８
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
、
千

代
田
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
塾
〈
一
般
起

業
家
編
〉が
、
平
成
23
年
12
月
20

日
㈫
に
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

男
女
20
～
60
代
の
受
講
生
の
中

に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
設
立
を
目

指
す
方
や
、
長
年
企
業
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
新
た
な
事
業

展
開
を
志
す
方
な
ど
、
近
い
将
来

に
起
業
を
目
指
す
様
々
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
た
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
中
で
起
業
第
１
号
と

な
っ
た
方
は
、
昨
年
12
月
に
平
河

町
に
て
ボ
デ
ィ
ケ
ア
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
サ
ロ
ン
を
開

業
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス

ク
ウ
ェ
ア
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
に
入
居
し
、
起
業
の

準
備
に
入
ら
れ
た
受
講
生
の
方
も

お
り
ま
す
。

　

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
今

後
も
起
業
を
志
す
方
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

合
せ　

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ☎

３
２
３
３

－

７
５
５
８

千
代
田
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
塾

〈
一
般
起
業
家
編
〉修
了

▲平成 22 年度セミナーの様子

千代田小学校の児童が
ちよだ青空市に参加

次
回
は
３
月
７
日
㈬
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ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
『
マ

ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
関
す
る

相
談
』
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会 

都

心
区
支
部
」
の
協
力
を
得
て
、
マ

ン
シ
ョ
ン
無
料
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
回
４
名
の
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
が
皆
様
の
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
は
１
回
30
分
程
度
、
予
約

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

と 

き　

毎
月
第
３
水
曜
15
時 

～ 

17

時
（
当
日
受
付
は
16
時
ま
で
）

会 

場　

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ス
ク
ウ
ェ
ア
４
階
ま
ち
み
ら 

い
千
代
田（
神
田
錦
町
３

－

21
）

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
日
常

生
活
や
建
物
の
維
持
管
理
等
の
ご

相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
各

種
助
成
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
の

相
談
等
は
、
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問 

合
せ　

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

☎
３
２
３
３
―
３
２
２
３

デ
ィ
ザ
ス
タ
リ
カ
バ
リ

　

震
災
や
電
力
不
足
に
伴
う
計
画

停
電
を
契
機
に
、
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ

カ
バ
リ
が
い
っ
そ
う
重
要
性
を
増

し
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ザ
ス
タ
リ
カ
バ

リ
と
は
、
被
害
を
受
け
た
シ
ス
テ

ム
の
回
復
措
置
、
あ
る
い
は
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
予
防

措
置
で
す
。「
事
業
継
続
計
画
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
Ｉ
Ｔ
に
関
す

る
部
分
に
つ
い
て
、
策
定
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
継
続
と
は

　

災
害
、
事
故
等
の
発
生
に
際
し

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
中
断
・
停
止
に

よ
る
事
業
継
続
に
与
え
る
影
響
を

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
災
害
対
策
を
考
え
る

中
小
企
業
診
断
士　

町
田　

行
雄　

氏

マンション

無料相談会

が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

～
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
に
～

（5）

『
危
機
に
立
ち
向
か
え
！
中
小
企
業
』

miniコラムminiコラム
コーポラティブハウスとは？

NPO 都市住宅とまちづくり研究会
　理事長　杉山　昇

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
最
適

化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
に
事

前
に
検
討
し
て
お
く
事
項
を
以
下

に
示
し
ま
す
。

① 

業
務
影
響
を
考
慮
し
た
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
の
復
旧
優
先
度
・
依
存

度
②
重
要
シ
ス
テ
ム
の
災
害
対
策

③ 

代
替
機
な
ど
の
手
配
手
順
代
替

要
員
手
配
手
順

④
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
復
旧
手
順　

等

Ｉ
Ｔ
災
害
対
策
の
目
標
設
定

　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
復
旧
対
策
を

考
え
る
に
は
、
目
標
の
設
定
が
必

要
で
す
。
災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
を
想
定
し
、
復
旧
を
何
時
ま

で
に
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
？（
目
標
復
旧
時
間 

Ｒ
Ｔ
Ｏ
）、

ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
復
旧
し
て
い
な
い

と
業
務
が
再
開
で
き
な
い
の
か
？

（
目
標
復
旧
レ
ベ
ル 

Ｒ
Ｌ
Ｏ
）、
ま

た
復
旧
す
べ
き
デ
ー
タ
が
何
時

の
時
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
？
（
目
標
復
旧
ポ
イ
ン
ト 

Ｒ
Ｐ

Ｏ
）
を
設
定
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
の
適
切
な
継
続
の
た
め
の
計

画
と
し
て
下
記
を
作
成
し
ま
す
。

① 

事
前
対
策
計
画
：
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ

ス
の
中
断
・
停
止
を
避
け
る
、

ま
た
は
中
断
・
停
止
し
た
際
に

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
対
策

② 

事
後
対
策
計
画
：
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
と
き
に
、
復
旧
ま
で

の
手
順
を
ま
と
め
て
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
対
策

　

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
継
続
構
築
後
は
、

定
期
的
に
評
価
・
分
析
・
改
善
を

繰
り
返
し
て
正
常
に
機
能
す
る
か

確
認
す
る
事
が
重
要
で
す
。

さ
い
ご
に

　

震
災
後
に
「
想
定
外
」
を
耳
に

す
る
事
が
多
く
有
り
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
継
続
の
た
め
に
は
「
想

定
外
」
を
含
め
て
現
状
を
知
る
事

が
重
要
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
を
機
会
に
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

継
続
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※ 

こ
の
コ
ラ
ム
の
全
文
は
千
代
田

day

‘s

「
中
小
企
業
応
援
リ
レ
ー

コ
ラ
ム
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 http://chiyoda-days.jp/
fu

tu
re
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sta

ffb
lo
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問 

合
せ　

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル

ー
プ

☎
３
２
３
３

－７
５
５
８

　

マ
ン
シ
ョ
ン
は
“
買
う
”
も
の

と
い
う
の
が
、
世
間
の
常
識
で
す

が
、
日
本
で
も
40
年
ほ
ど
前
か
ら

“
つ
く
る
”
マ
ン
シ
ョ
ン
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
住
み
た
い
人
が
集
ま
っ
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
た
め
の
組
合

を
つ
く
っ
て
、
組
合
が
注
文
者
と

な
っ
て
建
物
を
設
計
し
、
建
築
工

事
を
し
て
、
み
ん
な
で
住
む
、
と

い
う
の
が
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
方
式

に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
、
即
ち
、
コ
ー

ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
で
す
。

「第４回千代田ビジネス大賞」
表彰式２月２２日に開催

　「第４回千代田ビジネス大賞」の表彰式を２月２２日㈬１５時
から、ちよだプラットフォームスクウェアにて開催します。
　今年は厳しい審査を経た１７社が次の５つの賞の審査対象と
なっており、表彰企業は当日発表されます。
◆大賞…エントリー企業のうちもっとも優秀と認められた企業
◆ 千代田区長賞…エントリー企業のうち千代田区にふさわしいと

認められた企業
◆ 東京商工会議所千代田支部会長賞…エントリー企業のうち特に

優秀と認められた企業
◆優秀賞…エントリー企業のうち優秀と認められた企業
◆ 特別賞…エントリー企業のうち将来が期待されると認められた

企業
　また、併設のレセプションルームにてエントリー企業の商品紹
介が行われます。是非ご来場ください。
と　き　平成２４年２月２２日㈬　１５時～１６時３０分
会　場　ちよだプラットフォームスクウェア５階会議室
問合せ　産業まちづくりグループ　　　　☎３２３３－７５５８

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
違
っ
て
、
住

み
た
い
人
が
、
準
備
段
階
か
ら
組

合
に
参
加
し
て
、
か
な
り
自
由
に

設
計
で
き
ま
す
の
で
、
同
じ
面
積

で
も
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
間
取

り
は
な
く
、
住
む
人
の
必
要
と
好

み
に
応
じ
た
“
注
文
マ
ン
シ
ョ
ン
”

が
で
き
ま
す
。
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
、
楽
し
く
家
づ
く
り
が
で
き
、

し
か
も
、
住
民
同
士
が
顔
見
知
り

に
な
り
、
防
犯
上
も
、
防
災
上
も
、

そ
し
て
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
も
仲

良
く
な
れ
る
安
心
・
安
全
の
住
ま

い
が
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
で

す
。

※ m
ini

コ
ラ
ム
に
つ
い
て
…
…
生

活
に
関
す
る
情
報
や
、
い
ざ
と

い
う
時
役
に
立
つ
情
報
な
ど
を
、

専
門
家
の
方
に
書
い
て
い
た
だ

く
コ
ラ
ム
で
す
。

問
合
せ　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
３
２
３
３

－７
５
５
６


